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日本最

カデルリ― (1827‥ 1874)と いうひと

一スイスの貧農の生まれ、傭兵、家庭教師、冒険旅行家、「鉱物学教授」一

0.カ デルリーの生地、カントン・ベルンの小村リンパハを訪ねる

1.『カデルリー文典』を書いた日本最初のドイツ語お雇い教師

1.1 お雇い教師だった期間
1.2 お雇い教師としての業績
2.1991年 に翻訳出版されたクニッピングの未公刊の自伝

3.変名で見つかったカデルリー関連文献とカデルリーの生涯
3.1『 スイス歴史百科事典』とカントン 0ベルン歴史協会の『ベルン伝記集』
3.2 『オンタリオ州のスイス人』
4.カ デルリーはなぜ変名を使い、なぜ経歴を詐称したのか ?

0.カデルリーの生地、カントン・ベルンの小村リンパハを訪ねる
2006年夏にスイスのカントン・ベルンの小村リンパハを訪問した。ベターキン

デン(Batterkinden)まで行けば、そこからバスがリンパハまで出ている。ただし、

バスはせいぜい一時間に 1本で、まつたくバスの走らない時間帯もある。バス

を利用せずに歩くつもりならベターキンデンの 1駅前のシャルーネン
l lSchalunenl

や 2駅前のビューレン・ツム・ホーフ (Buren zum HOf)の 方が近い。

初のドイツ語お雇い教師

啓岡

li VI● :|

鼈
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図 2:リ ンパハの民家、家畜小屋、納
屋と居住部分を一つの屋根でまと

める作り方になつている。

図4:19世紀初頭に建てられ、カ
デル リーが生まれる前から

あつたリンパハの教会。カデ

ルリーはこの教会の牧師にも
手紙を書き送つていたようだ。

図 3:リ ンパハの民家、この民家も家畜と
飼料などを収める部分が巨大な屋根で

作られている。

リンパハでは写真のような民家をよく見かけた。この地方に特徴的な家の作

り方である。居住部分は 3階建てでつくられているのだが、片側の納屋と家畜

小屋として機能している部分は、屋根が 3階部分から2階部分を全部覆いつく

しているため、まるで大きな屋根の平屋建てのように見える作り方になってい

る。

リンパハは、ドイツ語版ウィキペディア2に

よると、2004年末の人口が 327人の小村であ

り、「1850年時点で人口426人」とあるので、

過去 150年ちょっとの間に過疎化の進んだ農

村であると言える。近年は、ベルンやゾーロ

トゥルンに働きに出ている人の住宅地とにも

なつているらしい。

教会区としてのリンパハ教区∝irchgemeinde

LimpacDのホームページ3には ,,wir sind gut
900 Menschen“ と紹介され、近隣のビューレ

ン・ツム・ホーフとシャルーネンをあわせた

教区としても、人口は 900人強にしかならな

いようだ。

観光地でもなく特に見るべきものもないリ

ンパハを訪ねたのはリンパハがどんな位置に

あつて、どんな場所なのか見ておきたかったのである。じつは、この地に生ま

れて、日本の ドイツ語教育史上重要な足跡を残したスイス人がいたのである。
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図 5:シンプルな作りの
教会内部。祭壇部分

では村人たちがダン

スもしたりするのだ

ろうか。リンパハ教

区のホームページに

は若い女性たちが民

族衣装で踊つている

写真が使われている。

ヤーコプ・カデルリーである。カーダーリぐらいの書き方の方が正確な発音を

反映していると思われるが、本稿では現在いちばん標準的な表記だと思われる

カデルリーを基本的に使っていきたい。日本最初の ドイツ語お雇い外国人教師

である。幕府の洋学教育機関であつた開成所は明治維新で閉鎖されたが、すぐ

に復活している。『東京開成学校一覧』(明治 8年版 4、 明治 9年版 5)には明治元

年の 9月 には再興したと書かれている。復活した洋学校の名称であるが、幕末

以来の開成所という名称も使われ続けたようであるが、いつのまにか開成学校

が正式名称になつていたようである
6。 この学校にカデル リーは日本最初の ドイ

ツ語担当の外国人教師として採用されている。この開成学校は明治 2年 12月 に

は大学南校と名称を変えている。カデル リーは ドイツ語担当の大学南校最初の

お雇い外国人教師でもある。大学南校に雇用されていた ドイツ語担当のお雇い

外国人は、スイス人のカデルリーのあとは ドイツ人が続き、ワグネル
7(「
近代窯

業の父」、「近代工業の父」、「近代日本建設の父」)、 ホルツ
8(プ ロイセン政府派

遣教師)、 クニッピング
9(日
本最初の天気予報を出したひと)、 シェンク

10(日

本で最初に鉱山学・鉱物学の授業を担当したひと)と 近代日本の成立に貢献し

たお雇い外国人が続いている。ホルツはプロイセン政府派遣で別格だったこと

もあって大学南校教師といっても独特の立場だつたようであるが、「現地採用」

のカデルリーとワグネルとクニッピングは同僚として大学南校の最初期の ドイ

ツ学の教育にあたつている。カデルリーは『カデルリー文典』と呼ばれる 522ペー

ジの文法書を 1870年に大学南校から出版し、滞日期間が短かかつたにもかかわ

らず、多くの ドイツ語教師を育てている。明治初年は外国語の「商品価値」が

きわめて高かった時代であり、大学南校などで数年間 ドイツ語を習うだけで ド

-153-



イツ語教師になつて行ったようだ。東京府に提出された私塾や家塾の「開学願

書」や「開学明細書」の教員履歴には、カデルリー (と いつても表記はカート

レエ、カドリー、カトリー、カデリー)から教わつたと書いているドイツ語教
師に前園道、佐久間正節、河井友輔、山縣信営、荒川文平、鈴木孝之助、中村

雄吉、吉埜重明、久間盛久、司馬盈之、上坂操がある (上村 1985b)。 なお、司

馬凌海という言い方の方が知られる司馬盈之 (みつゆき)は当時から語学の天
才と言われた人物である11が、フランス語でもカデルリーの名をあげている。司

馬凌海がどこでカデルリーにフランス語を教わったのか不明であるが、カデル

リーは南校を満期解雇になったあと、横浜で高島嘉右衛門の開いた学校 (市学

校、町学校、藍謝堂、高島学校)で教えていたことまで分かつている。「外務省
記録・外国人雇入鑑 (自明治 5年 1月至同年 9月 )」 に基づくと、雇用契約は明

治 5年 1月 から6ヶ月である。市学校では、西堀 (1996)に よれば、 ドイツ語
とフランス語を教えていたのだというが、カデルリーが市学校でフランス語も

教えていたことを明確に示す資料を西堀氏は示していない
`「

カリキュラムの中

に英語の他にフランス語や ドイツ語が見られる」 (西堀 1988:556)と いうこと

と、教えられそうな外国人教師はカデルリーしかいなかったということなのか

もしれない。『高島翁言行録』 (大野太衛編、東京堂、1908)の市学校について

の部分は「明治三年の秋頃横浜伊勢山下に学校を建築して高島学校と名づけり

其教師としては正則科に当時大学南校の教師なりし瑞西人カドレー氏並に米人

バラ氏兄弟を招聘し」(p.174)の ように書いてある。

市学校との契約が切れたあとはどうなったのか、レヽつ日本を出国したのかな

ど、かつてはほとんど分かつていなかった。上村 (1985)力 端`的に述べている

ように、「国籍がスイスであるという以外、生没年をはじめその経歴はほとんど

知られていない」(p.3)、 「彼の生涯とくに来日前、帰国後の動静については全く

知られていない」(p.5)と いう状況が 20世紀末までのカデルリーをめぐる状況

だつたと言える。

ところが20世紀も末になつて状況は変化してきた。まず、1991年にはかつて

の大学南校時代の同僚が家族のために残していた未公刊の自伝が『クニッピン

グの明治日本回想記』として翻訳され、出版された。ここにはクニッピングか

ら見たカデルリーについての記述が見られる。

1.小関恒雄・北村智明訳編 :『クニッピングの明治日本回想記』、玄同社、1991.
オリジナルは4η%″力π%4gιη α%s%″勿ιtt ιιbι%〃″ググικグ%滋″%″グE%″′
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(「子供と孫のための自伝」)という題名の未公刊の自伝で、編集して訳したも

のである。以下、『回想記』と略すこともある。

また11988年に『スイス歴史百科事典』の三ヶ国語 (ドイツ語、フランス語、

イタリア語)のプロジ手クトが立ち上がり、財団が結成されている。『スイス歴

史百科事典』は広い意味でスイス史に関係しそうな項目を広く集めようとして

いる現在進行中のプロジェクトである。2002年 に書籍の第 1巻が出版され、全

13巻の予定で出版が続けられる予定であるが、1998年以来インターネット上で

もオンライン版 (e‐ HLS12)が無償で提供されている。ここにカデルリーについ

ての記述があつたのである。あとで見るように、カデルリーは日本では変名を

使っていたようで、Kadedyではなく、Kadediで記載されている。

2.影 sわなσ力ωιググわπ滋″■力微滋 (HLS).『 スイス歴史百科事典』、編集は
die suftung HistorischeS Lexikon der Schweiz(ス イス歴史百科事典財団)。

以下、『事典』と略すこともある。

さいわい、『事典』のヵデルリーについての記述の元になつたカデルリーの伝

記もカントン・ベルン歴史協会編纂の伝記集に残されていることが分かつた。

3. Ao Walther:"Jakob Kaderli.1827‐ 1874.``,Sα %π′%ηg bι″πおθ力ι″

B′Qttψカルπ3.Band,hrsgo von deFFl hiStorischen Verein des Kantons Bem.

Bem(Verlag von Schmid&Francke).1898,363‐ 376。 以下、カントン・ベル

ン歴史協会編纂の『ベルン伝記集』のことを『伝記集』、また、これに掲載され

ているカデルリーの伝記を「伝記」と略すこともある。

「伝記」の記述に基づくと、カデルリーは日本を出てからアメリカに向かい、

アメリカとカナダに滞在していたようである。カナダではオンタリオ州でスイ

ス移民が予定されている移住地の調査を行い、報告書を書いていることが「伝

記」に書かれている。カナダのスイス移民についての本があれば何か分かるか

と思い、調べてみると、カデルリーについての記述が見つかつた。ただし、カ

デルリーはここでも変名を使っていて、ヤーコプ・カデルリー Cakob Kadeni)

ではなく、ジャック・カデルリー Cacques Kaderli)と なつている。

4. Joan Magee(1991),r力ιs"ぉsグπO%勉″οo Windsor,Onta五 o(Electa

Books)。 以下、引用する場合は『オンタリオ州のスイス人』とする。
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カデルリーが開成学校・大学南校・南校と名前を変えていった維新政府の洋

学校でドイツ語を教えていたのは1869年、1870年、1871年 (明治2年～明治

4年)であったと考えられるが、1世紀以上を経て、ようやく、お雇い外国人教

師カデルリーについて調べる条件が整つてきたわけである。本稿では、第 1章

で日本滞在中のカデルリーについてまずまとめ、2章以降では、新たに見つかつ

た『事典』の記述や「伝記」やカナダで書かれた『オンタリオ州のスイス人』

の内容をもとに、内容の紹介と事実の洗い出しを中心にして、全体として、カ

デルリーというひとの経歴と生涯をまとめておきたい。現在のところ、上の 1か

ら4までの新資料を扱ったカデルリーについての論文や図書は出版されていな

いので、資料的価値もあると思われるので、引用する場合は、翻訳だけでなく、

原文も可能な限り添えたい。

1.『カデルリー文典』を書いた日本最初のドイツ語お雇い教師

1.1 お雇い教師だつた期間
カデルリーがお雇い教師だつた期間は、明治初年の公文書にきちんと整理さ

れていなかったことや学校の記録もあいまいだったため、分かりにくくなつて

いるようである。『東京帝国大学五十年史』(1932)に 「外国教師」の任免等に

関する表が掲載されているが (上冊第 1巻第 2篇補遺)、 スイス出身の「ヤコツ

ブ・カデルリー」は、担当科目がドイツ語で、明治 3年 1月 から明治4年 11月

までの雇用期間とされている。『資料御雇外国人』(ユネスコ東アジア文化研究

センター編)にまとめられているカデルリー関連の各種資料では、雇用開始時
期を明記している資料は 1点しかなく、東京大学の「傭外国人教師講師名簿」

だけであり、明治3年 1月 24日 となつている。『東京帝国大学五十年史』の記

述のもとになつている資料と同一の可能性が高い。「備外国人教師講師名簿」は

古い記録ではなく、昭和初年に編纂したものらしく、カデルリーの時代につい

ては正確な情報に基づいていないようである。カデルリーが明治 3年 1月 Z日
雇用という「傭外国人教師講師名簿」の記述は正しいはずがない。なぜなら、「大

学南校雇教師瑞士國人カーデルリー相州箱根へ旅行」という記録が『太政類典』

(第 1編・慶応 3年～明治 4年)にあり、伺いの日付が明治2年 12月 19日 に
なつているからである。明治2年にはカデルリーは大学南校教師になつていた

はずである。西堀 (1996)に は明治 2年 6月 にカデルリー開成学校に雇入れと

書いてあるが、この記述の元になつているのが『東京開成学校一覧 明治九年』
である。東京開成学校と東京医学校が合併して東京大学が誕生するのが明治 10
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年であるからtその一年前の東京開成学校の一覧
13でぁる。東京開成学校という

のは、大学南校が文部省の設置とともに南校になり、その後、第一大学区第一

番中学になり、それが、さらに開成学校とかつての名称に戻され、さらに明治

7年に東京開成学校に改称されたものである。「東京開成学校沿革略史」の問題

の箇所は次のように書かれている。「二千五百二十八年即チ王政維新ノ際一時本

校ヲ廃シ兵隊屯営 トナス此年九月朝廷之ヲ再興シテ川勝近江柳川春三ヲ以テ頭

取 トス未夕幾クナラスシテ内田恒次郎之二代ル翌年一月細川潤次郎ヲ以テ学校

権判事 トシ公務ヲ掌ラシム此月佛人プーセー氏ヲ以テ佛語学教師トシ英人パー

レー氏ヲ英語学教師トス四月米人ヴェルベッキ氏ヲ以テ英語及学術教師トシ尋

テ教頭ヲ兼ネシム六月瑞西人ガデルリー氏ヲ以テ獨語学教師トス七月細川氏転

任シ加藤弘之之二代ル
14」
(p.10)。 「二千五百二十八年即チ王政維新ノ際」とい

うのは皇紀であるから、マイナス 660年で西暦 1868年で、明治元年のことにな

る。ガデルリーと表記されているカデルリーが採用されたのは翌年の六月だか

ら、明治 2年 6月 である。お雇い外国人の動向だけを『一覧』の記述から取り

出しておくと、フランス人プーセーとイギリス人パーレーが明治 2年 1月 に採

用され、アメリカ人ヴェルベッキ (フルベッキ)が 4月 に採用され、スイス人

ガデルリー (カデルリー)が 6月 だと述べている。『一覧』の記述が正しいとす

れば、明治 2年 6月 にカデルリーは開成学校に採用されていることになるb。 上

村 (1985a)に よると、松野硼という農科大学教授の履歴書 (東大蔵)の明治2

年のところに「開成学校御雇瑞西人カトルリ氏二就キ独乙学初歩ヲ学フ」と書

いてあるのだという。上村は「彼はすでにその時点で来日中であつたと思われ

る」と控えめに推論しているが、カデルリーが明治 2年 6月 採用だとしたら、

松野が明治 2年にカデルリーに教わっているのは不思議ではないし、「開成学校

御雇瑞西人」という書き方も当然であろう。じつは、山岸 (1939b:387)に「在

職は明治二年から同四年まで」と書いてあるから、「東京開成学校沿革略史」の

ようなものを見ていて、知つていたのかもしれない。一方、満期解雇の日付は

「傭外国人教師講師名簿」の明治 4年 11月 26日 というのはおそらく正しいも

のと思われる。『太政類典草稿』 (第 1編・慶応 3年～明治 4年 0第 59巻・外国

交際・条約、外客雇入)でも「独逸学教師カデルリー儀来月ニテ備期限相満候
…猶六ケ月雇増」となつている箇所の大学の日付が 4年 4月 23日 になつていて、

翌月から6ヶ月なら11月 で「傭外国人教師講師名簿」の記述と一致するからで

ある。

さて、カデルリーがお雇い教師だつたのは明治 2年 6月 から明治 4年 11月 26
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日だつたと思われるが、第 3章で詳しく見る「伝記」には香港や上海を旅行し、

揚子江や黄河で船に乗つているが、その後、北京には行かなかうた理由を、「天

津での暴動の勃発のためヨーロッパ人として北京へ行くことが得策だと思えな

かった」(「伝記」、p.371)た めとしている。そのために北京に行かずに日本へ行

くことにしたのだという。しかし、この記述はまったく疑わしい。天津の暴動

とは、天津教案と呼ばれる暴動事件で、フランス系のキリスト教教会の孤児院

に対する児童誘拐疑惑に端を発して、フランス系の教会が襲撃され、フランス

人の修道女や神父、中国人のキリスト教信者などが殺された事件である。暴動

は 1870年 6月 21日 に起きている。当時の和暦に直すと、明治 3年 5月 23日で

ある。この時期にまだ来日していなかつたということは有り得ない。カデルリー

が天津教案を持ち出した理由としては、北京に行かなかったことを説明するに

はもっともらしい内容なので、カデルリー自身が勘違いしてしまつたか、ある

いは、香港や上海、揚子江や黄河を旅行していながらなぜ北京に行かなかった

のか、うまく説明できなかつたために適当な内容を手紙に書いて故郷に送つた

ものではないだろうか。                        .

1.2 お雇い教師としての業績
日本には合計 3年間ぐらい滞在したはずであり、そのうち明治 2年 6月 から

明治 4年 11月 26日までは政府直属の洋学教育機関で働いたカデルリニが多く
のドイツ語教師を育てたことはすでに述べたが、カデルリーは、2年半程度のお

雇い教師の期間に、おそらく長年にわたる家庭教師の仕事の中で集めた材料を

使つたものだろうが、522ページの文法書を書いている。日本滞在中のカデルリ‐

の最大の業績であると思われる。

明治期のお雇い外国人教師で本格的なドイツ文法を執筆したのはカデルリー

だけである。他には、東京外国語学校や新文学舎で教えたアドルフ・ヘルム(Adolf

Helωが全52ページの薄い文法離 の本滋 ″,πられ彩η ″ ¨ 影 シπttα

z%%Gι bπ %σ力ι滋″1/m″″ルss′πルs Gα′力ο力%G懇戒力ο(「 ドイツ語の語活用、
外国語学校の下級クラス向け」、1880)を書いているのがあるだけであろう。こ

れは、主として、名詞、冠詞、形容詞、動詞などの語形変化がまとめられた小

冊子である。上村 (2001:39)は『カデルリー文典』について「我が国で出版

された最初の本格的文法書で、今日の文法書の原型をなす。明治 10年頃まで盛

んに行われたが、それ以降はシェーフェル独逸文典に次第に取つて代わられる」

と書いている。いわゆる『カデルリー文典』はドイツ語で書かれ、二ι力乃勿σλ滋″
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(直訳すれば「日本帝国学校の上級生向けドイツ語教科書」)と いう題名で、522

ページあるのは1870年の初版である。何種類もの版があるが、刊行年で分類す

ると、4種類あつたようだ。

1870年

1872年

1878年

1886角F

初版

第 2版

第 2版復刻版 (中川忠明翻刻出版人)

第 3版 (誠之堂、扉には「1885」 と印刷されている)

第 2版以降はカデルリーに無断で出版されたものであり、これがちょつとし

た「外交問題」に発展している。1872年の第 2版が出版された当時、南校をや

めていたけれどもまだ横浜の市学校の教師をしていたカデルリーは、これに断

固として抗議したようである。第 2版は初版の前半の文法部分をさらに圧縮し

た内容である。字を小さくし、1ページ当たりの文字数を増やしているが、522

ペニジだったものを 192パージに削減して、ラテン文字で書かれていたものを

ドイツ文字に書き直している。外務省がカデルリーから厳重な抗議を受けて、

文部省がそれを取り次ぎ、南校に照会している。その辺の事情は山岸 (1939b)

の東京大学本部に残る南校文書の研究が詳しい。カデルリーが日本を去るのは、

「伝記」によれば 1872年 7月 22日であり、和暦に直すと明治 5年 6月 17日 で

ある。カデルリーが直接外務省に抗議をしたのかどうかは不明であるが、外務

省から文部省への問い合わせは明治 5年 5月 27日付けであり、南校は5月 の晦

日に回答している。回答がカデルリーに届いたかどうか分からないが、届いた

としてもアメリカヘの出国間際であつたはずである。山岸は「外国人との間に

版権侵害問題を惹起した」と捉えているが、外務省から文部省への問い合わせ

には「瑞西カデルリー元南校御雇中著述致候独逸文法書今般翻刻相成過半不具

之儘ニテ坊間売買相成候」で始まり、カデルリーが気にしていたのは版権のよ

うな問題もあったかもしれないが、「過半不具之儘ニテ」がポイントだつたかも

しれない。第 2版以降は、基本的にドイツ文字で書かれているが、 ドイツ文字
でのエスツェットの使い方が大量に間違つている。Cla3e,la3en,gela3en,e3

en,gege3en,fre3en,gefre3en,verge3en,Ine3en,gemeBen,rnti3en,■ 鳳3en,

Be3erungの ような書き方をしている3はすべて間違つている。当時の南校の日

本人教員にはまだエスツェットの使い方のような周辺的な文法規則まで理解し

ていなかつたひとがいたのではないだろうか。南校の文部省への回答は、余っ
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た本は全部本人に返したとか、「右ハ小本ニテ種類モ異り候ヤニテ全ク翻刻卜申

スニハ有之間敷ヤト被存候」と述べていて、短縮して勝手に出版した本が種類

も異なり翻刻ではないと苦しい言い訳をしている。

その後の南校文書に「カデルリーノ文法書ノ後日耳曼16ョ リ遥カニ卓絶セル文

典書渡リタレバ今二至り誰モカデルリー氏ノ文法書ヲ用ユル者無之候」と書い

てあるのだという (山岸 1939b:388)。 これでは、意味不明の言い訳を並べた

うえに、腹立ち紛れの捨て台詞のようなものを南校文書には書き留めているこ

とになるだろう。『カデルリー文典』は1886年版まであるわけであるし、新た

にドイツから輸入されるようになった『シェーフェル文典』などが使われるよ

うになつていくのは事実であるが、『シェーフェル文典』などはドイツ人の生徒

向けの学校文法であって、本来外国語学習には不向きな文法書なので、『カデル

リー文典』よりもはるかに優れているなどとは言えるものではなかうたのであ

る。母語を理解するための文法と外国語習得のための文法では当然内容が異なつ

てくるはずであるが、当時はあまり意識されていなかったのかもしれない。一

例をあげると、『カデルリー文典』では外国人がドイツ語を学習する上で最初に

必要な項目として発音の解説をまず最初に詳しく扱つている。5ページめの音の

分類 (Eintheilung der Laute)か ら始まり、16ページめまでと
17、 かなり詳細

なものである
` 
ドイツで出版されていた学校文法の教科書では「発音」はこの

ような配置と扱いにはなつていない。架蔵本の『シェーフェル文典』(第 7版、

1868)で調べると、発音の説明が後半の第 4章の「語形成と正書法」のところ

でわずかになされているだけである。 ドイツ語を基本的に知つているドイツの
生徒向けに文法を教える場合はたとえば発音について詳しく教える必要はない

し、すでに発音はできるのであるから最初に教える必要もないということだろ

う。                                                  .

それから、明治 5年の当時、 ドイツから学校文法の教材が輸入されるように
なつたので、カデルリーの文法書を用いる者がまったくいなくなうたなどとい

う南校文書の内容はまつたく事実に反していたと思われる。『カデルリー文典』

は1886年 (明治19年)の版まで印刷されているわけであるし、「東大医学部予

科では吉田謙次郎が明治12年 11月 から同13年 12月 の間、5等予科生に対して
ヘステルス第 2読本によって読方と訳読の演習を行い、1学期にはカデルリー文

典、2学期にシェァフェル文典を用いて講義している」(上村 2001:393)と い

う記述からも分かる。

今日から見ると、標準的とは言えないような発音の記述をしていることも書
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いておかないとカデルリーの肩を持ちすぎかもしれない。同僚のクニッピング

が皮肉った内容を残している。これについては『回想記』のところでも触れる

ので、別の例をあげると、発音の差のないドイツ語の tと thについて thの hは

「ほとんど聞こえない」(fast unhё rbar)と いう非科学的な説明をしていると

ころも日に付くが
18、 ヵデルリニらしい説明の仕方になつている箇所は、語頭の

sp‐ や st‐ の説明である。カデルリーは標準的とみなされる綴りの発音の仕方を

とりあげ、そういう発音をする方言もあるが、間違いであると述べ、非標準的

な発音をするように求めているのである。"sp und st werden ttschlich in einigen
deutschen Mundarten im Anlaute me Schp und Scht ausgesprochen;die

五chtige Aussprache ist die nattirliche,nach der Zusammensetzung der

Laute,also nicht Schprache,sondem Sprache;nicht schprechen,sondem

sprechen;nich Schteln,sondern Steln;nicht Schtadt,sondem Stadt,“ (p.14).

「spと stは ドイツ語の方言によっては間違つて schpや schtのように発音さ

れる力ヽ 正しい発音は音を合わせた自然な発音であり、SchpracheではなくSprache

であり、schprechenではなくsprechenだし、SchteinではなくStein、 Schtadt

ではなくStadtなのである」。カデルリーが間違つた発音として糾弾しているの

がドイツ語としての標準的な発音であったし、今でもそうである。しかし、何

が標準的な発音かという問題は必ずしも容易なことではないし、明治初年にい

ち早くドイツ留学をし、帰国後にドイツ語教師になつた崎山元吉の大正 8年 (初

版が明治 22年)の『独逸学捷径』(訂正 16版)を見ても、「独逸語ハ Hannover

市ヲ中央 トシテ其ノ周園凡二十里以内二住スル人民ノ発音ヲ以テ正シキモノト

為スハ世人ノ知ル所ナリ故二同地方ノ発音二依ル」と高らかに宣言しているが、

Schweinに「シュヴァイン」と読みをつけているが、Steinには「スタイン」と

していて、st‐ の発音の規則を今日のように教えていないことに驚かされるので

あるから、カデルリーの発音の教え方が極端にひどかったわけではない。むし

ろ、明治 16年に日本人として始めて簡単なドイツ文法書をつくつた平塚定二郎

の『独逸文法階梯 前篇 辞学』には発音解説がまったくないことを考え合わせ

るべきであろう。

ドイツ語の教育をしたことと『カデルリー文典』を執筆したこと以外のカデ

ルリーの業績としては、当時まだ出版されていなかつた独和辞典の編纂事業が

ある。独和辞典の編纂作業については、山岸 (1937a,1939b)に 書かれている

が、当初大学南校内でカデルリーと相原重政が中心になって進めることになつ

ていたが、どうしてもうまく行かず、外部のドイツ語学者に手伝ってもらうこ
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とまでしたのであるが
19、

結局失敗してしまっている。作業の経過を示すものも

残つていないようである。

『公文録』 (明治 3年・第 61巻・庚午九月～閏十月・大学伺)には、「教導」
の功績や「外教師雇入」及び「書籍買入」の周旋などの功績を理由に教頭のフ

ルベッキに金 20両の品を、カデルリーには金 15両程の品を送りたいが、それ

でいいかという伺いが「庚午十月」 (明治 3年 10月 )に出されたことが記録さ
れている。また、『公文録』 (明治 4年・第 39巻・辛未五月～七月・大学伺)に
は、「嘗テ病気ニテ両足疾痛甚敷候節杯両杖ニテ教場へ出席勉強致」とある。し

たがって、カデルリーは熱心な教師であり、直接教育に関わらない職務におい

ても学校から感謝されるような仕事をしたということであり、お雇い教師とし

てはかなり優秀だったのではないだろうか。

また、南校は高等教育機関ではなく、普通学を教える中等教育機関であつた

が、高等教育機関としての専門学校を作ろうという意向を明治 4年に出来たば

かりの文部省は早くから持つていたようである。「専門学校は文部省が乗り気で、

フルベッキを法律講師、スイス人のドイツ語教師カデルリーと、当時は福井藩

の教師だったグリフイスを理学講師として、東京の旧静岡藩邸で開校しようと

した四」(大橋・平野 1988:266)。 この件は実現していないが、これなどもカデ

ルリーがかなり信頼されていたことの証拠だと思われる。

2.1991年に翻訳出版されたクニッピングの未公刊の自伝

クニッピングはカデルリー、ワグネル、ホルツの次に大学南校で雇用された

ドイツ語のお雇い外国人であり、元は航海士で、後に日本の気象関係の仕事を

し、日本最初の天気予報を出した人でもある。『回想記』でカデルリすについて

触れている箇所は多くはないが、カデルリーの職業として「家庭教師mauslehrerl」

をあげ、「シベリア経由で来日」とも書いていて、カデルリーの経歴に触れてい

る箇所がある。あとで見るように、この二つの記述や来日時期などから『スイ

ス歴史百科事典』や『ベルン伝記集』のJakob Kadediと 日本のJakob Kaderly

が同一人物に間違いないことが証明できるのである。なお、「家庭教師」といつ

ても今日の大学生のアルバイトの家庭教師を思い浮かべるのは適切ではないだ

ろう。むしろ、学校教育にも代わるような家庭教師であろう。家庭教師に頼る

というのは様々な理由が考えられるが、軍の司令官や士官など家族連れで赴任

するような場合、子どもの教育を家庭教師に頼るということは当時あつたのだ

ろう。「伝記」によれば、カデルリーはナポリ王国では士官の家庭で、ワルシヤ
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ワでは工場主の家庭で、ウラルのエカテリンブルクでは鉱山総監督の家で、ロ

シアのアムール川河日の都市ニコライエフスクでは司令官の家庭で家庭教師を

している。

『回想記』はオリジナルのドイツ語のものが公刊されていないので、訳の不

明な点や訳されなかつた内容については確認できない。「訳者まえがき」には「文

意を損わぬ範囲で意訳要約した部分もある」ことや「冗長な箇所やどうしても

うまく訳せない部分は一部省略した」と書かれている。大学南校の時代のドイ

ツ学の様子がお雇い外国人の立場から記述されている類書は他になく、貴重な

文献である。以下、『回想記』からカデルリーが関係している部分をコメントを

付けて引用しておこう。なお、引用に際しては訳者注として加えられたものは

じゃまになる場合もあり、外してある。

「私はヴァグナーを通じてドイツ語学校に勤めたのであった。その頃その学

校には、私たち二人のほかに、一人のスイス人、カデルリー (Kadede)が勤務

していた。」(p.87)。 クニッピングは、カデルリー、ワグネル、ホルツに次いで、

4人めとして大学南校に採用されたドイツ語担当のお雇い外国人教師である。ホ

ルツの名前があがっていないのは、ホルツはプロイセン政府派遣で別格扱いだっ

たためである。「一八七一年四月に上海でドクトル・ヴァグナーの電報を受取り、

三人目のドイツ語教師に要請された時、私は三週間の体暇を取って、すぐ横浜

に発つた。」(p.100)。 クニッピングはいわゆる現地採用のお雇い外国人だけを考

えて二人日としているわけである。

「この学校では、年少の日本人たちに三つの重要な外国語を教え込まねばな

らず、教師は最初、他の学習に考慮を払う余裕がなかつた。やがて、われらが

スイス人カデルリーが家庭教師 (Hauslehrer)と してシベリア経由で来日した。

彼のドイツ語についての見解は、彼のドイツ文典の中でいみじくも述べている

ように、少なくとも不可解なものではなかつた。彼はその中で、例えば Fuchs

はしばしば間違つて Fuchsの代りにFuksと話されていると述べているが、基

礎的知識のうわべを授けることには熟達していた。といつても、それは大した

ものではあり得なかったが。というのは、 ドクトル・ヴァグナーがしばらくの
間 〔カデルリーと平行して〕クラスを持つたあと、カデルリーは引下つて横浜

で私塾を開かなければならなかつたからである。」(p.102)。 開成学校では最初か

らオランダ語は教えられていない。「Fuchsは しばしば間違って Fuchsの代り

にFuksと話されている」のところはこの翻訳では分かりにくいが皮肉を述べた

ものである。カデルリーはドイツ語の発音について述べる際に自分の母語を基

-163-



準にしてしまつたところがあるのだろう。Fuchsを Fuksと発音するのは標準

的な発音なのである。また、「カデルリーは引下つて横浜で私塾を開かなければ

ならなかった」という部分であるが、カデルリーが塾主であったわけではない。

0章で書いたように、横浜にガス灯をつけたことでも知られる高島嘉右衛門の開

いた学校で半年間教えたのである。カデルリーが南校に再雇用されなかつた理

由は不明であるが、クニッピングがほのめかしているような日本人側とのあつ

れきの証拠もない。

「私は差当リカデルリーに従属していたが、彼の退職した後はドクトル・ヴァ

グナーのやり方で、より自由に振舞うことができた。ヴァグナーの方針は、“ド

イツ語をこなす"こ と、つまりできるだけ多面的な教育をすることで、単に文

法や読んだり作文することだけではなかった。カデルリニは学生 (生徒)と の

付合いは、いわゆる下級教師、即ちいくらかドイツ語のできる日本人教師を介

してなされるべきだとし、そう実行した。これは彼が望んだ仕事の軽減にはなつ

た。」(p.102)。 航海士として乗船していた船が売られてしまい、失業したクニッ

ピングは、ワグネルに大学南校の仕事を紹介してもらっているし、クニッピン

グとワグネルがドイツ人でカデルリーはスイス人だということも考えると、ク

ニッピングがカデルリーに対して批判的なことを書いていても割り引いて考え

るのが妥当だろう。それに、 ドイツ語の初心者の日本人学生に対して日本語を
使ってでも直接教育しようとしたワグネルの方法と日本人教員の質を高めよう

としたカデルリーの方法のどちらが優れていたかは、一概には言えないのでな

いだろうか。ワグネルが日本語も使つたことは「ドクトル・ヴァグナーは学生

たちと直接意思の疎通を図り、会話を交すようにしたので、おかげで彼らはずっ

と速く上達した。それで私も早速日本語の勉強を始め、最初の年の夏に大いに

励んだ。」(pp.103-104)の記述から推定できる。なお、カデルリーが「いわゆる

下級教師、即ちいくらか ドイツ語のできる日本人教師」のドイジ語にも配慮し、

授業以外でも日本人教師の質問などに答えたことは、カデルリーについての公

文書の記述「正課外教官質問相受け」(『公文録』、明治 4年・第 39巻・辛未 5月 ～
7月・大学伺

2)か らも分かる。
「最初の年は、授業時間は九時から十二時までと、午後一時から四時までで

あつた。私はそのあと、なお四時から五時まで助教師を教育しなければならな

かつた。一日七時間というのは日本の夏ではとても長い時間だつた。というの

は、午後になると気温はしばしば三十度を越すのである。カデルリーが退くと

ともに、この七時間制はなくなった。」(p.107)。 この記述を読むと、クニッピン
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グがカデルリーをけなしている理由の一つは、やはり、カデルリーの考えで日

本人教員に対する追加の授業を持たされていたことがあるのではないかと思う。

カデルリーが辞めたあとは、日本人教員に対する授業はやめてしまつたようで

あるが、この点についてカデルリーを批判するのはおかしい。

3B変名で見つかつたカデルリー関連文献とカデルリーの生涯
お雇い外国人でも帰国後に著名人になつていればインターネット上でも容易

に検索できる。カデルリーの場合もまずはそういう可能性を考えてみた。しか

し、カデルリーの場合はスイスで著名な日本学者その他の有名人にはなつてい

なかつた。'それどころか、日本を出てからスイスに帰国さえしていなかった。

にもかかわらず、カデルリーの伝記が書かれていたのである。それは、カデル

リーが普通の人とは異なる人生を歩んでくれたおかげでもある。19世紀に書か

れた伝記をもとに『スイス歴史百科事典』にJakob Kadediの項目が作られて

いた。カデルリーは日本ではJakob Kaderlyで通していたが、変名だったよう

だ。カナダのスイス移民を扱う『オンタリオ州のスイス人』でもカデルリーが

変名で出てきていて、今度は、Jacques Kadediに なっていた。

以下、新たに見つかったカデルリーに関連する資料の内容を見ながら、コメ

ントすることにする。

3日 1『スイス歴史百科事典』(HLS)の Jakob Kade甫
以下全文を引用して、訳をつけてから、内容についてのコメントを付す。

Kader!i,Jakob

*22.7.1827 Lirnpach,† 31.12.1874 Marseille,ve■ 11lutlich von Millchio Nach

der Dorfschule Bauernknecht,dann Soldat bei den Schweizer Truppen in

Neapd.Rasche Auffassungsgabe und Sprachtalent verhalfen K.zu Stellen,

u.a.als Hauslehrer erstmals in Neapel.Im Krimkrieg(18M‐ 56)arbeitete er

缶 die franzo Mili餞 壮verwaltung。 1856 fuhr K.nach St.Petersburg und war

dann Hauslehrer in Warschau。 1860 bereiste er England,Schottland und

lrland, 1861‐ 68 Sibirien. Dabei besuchte er in Swerdlowsk die

Bergbau‐Akadenlie sowle Berl夢 rerke im Ural.1868‐ 72 erkundete Ko China

und Japan,1872‐ 74 Amenka und Kanada.Die Rmckreise uber Neufundland,

Gr6nland und lsland musste er 1874 wegen】 Krankheit abbrechen.In
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Marsdlle b∝ ann K.mit den Adzdchnungen sdnerttdlah懸 五Wdtreise,

starb aber bald.Uberliefert sind einige Reisevortrtte und Gutachten zu

Bergbaufragen。

Ltteratur

‐Sigo bem.Biographien 3,1898,363‐ 376

Autor:Anne‐ Marie Dubler

【訳】

カデルリー,ヤーコプ

1827年 7月 22日 にリムパハ (Limpach)で生まれ、1874年 12月 31日 にマル

セイユで死去。家系はおそらくミュルヒ (Mulchi)2の出身。村の学校を終えた

後、農家の下働きとして働き、その後、ナポリのスイス軍に入隊。物覚えが速

く、語学の才能もあり、ナポリで家庭教師の職に付くことになつた。クリミヤ

戦争 (1854-56)ではフランス軍本部で働き、1856年にサンクトペテルブルクに

行き、それから、ワルシャワで家庭教師になる。1860年にイギリス、スコット

ランド、アイルランドを旅行し、1861年から 1868年までシベリアを旅行する。

スヴェル トロフスク (現在は旧名エカテリンブルクに戻つている)で鉱山学校
に通い、ウラルの鉱山を見学してまわる。1868年から 1872年にかけて中国と日

本を調査 (erkunden)す る。1872年から 1874年までアメリカとカナダに滞在

する。ニューフアンドランド島、グリーンランド、アイスランド経由での帰国

は発病のために中止する。マルセイユで 12年間の世界旅行の記録をまとめ始め

るが、まもなく死去。旅行の講演記録や鉱山の鑑定書が伝わっている。

参考文献

『ベルン伝記集』Gレ%〃笏客 みι%お磁ι″Bれ勁″カルの、第 3巻、1898、 363‐ 376

著者 :アンネ 0マ リー・ドウーブラー

記載内容を見てみると、正確な来日時期については書いてないものの1868年

から1872年にかけて中国と日本に来ていることになつているので、お雇い教師

のカデルリーが日本にいた時期とおおよそ一致する。シベリア経由で来日して

いる点や職業が家庭教師という記述があるが、これもクニッピングの書いてい

るカデルリーの記述と合致している。したがつて、Jakob Kadedyの本名はJak6b

Kaderliであることが分かる。

『事典』の内容についていくつかコメントしておくと、著者はウラル地方を
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シベリアに合めて考えていて、「1861年から1868年までシベリアを旅行」と書

いているが、本来は、ウラル山脈がヨーロッパとアジアの境界であり、ウラル

山脈め東側がシベリアである。「伝記」でもウラル地方をシベリアとは見なして

いない。ウラルを出発して、シベリア放浪は5年間としている。ウラルを出発

したのは1863年 ということになるだろう。

「1868年から1872年にかけて中国と日本を調査 (erkunden)す る」の部分

であるが、erkundenは「(軍隊の)偵察」や「(土地の)調査」のような意味に

なるようであるが、日本でドイツ語教師をすることがどうして調査することに

なるのかという疑間があるが、「伝記」のところでも詳しく見るが、これはカデ

ルリーが周囲にそのように書いていたのである。それから、「1868年から」とい

うのは『事典』の記事を書いたひとが「伝記」の内容を読み誤つたものと思わ

れる。「伝記」にはアムール川の河日の都市ニコライエフスクに到着したのは1868

年の秋であり、春になつて航行が可能になるまでこの町で待機したことが書い

てあるので1969年の春から1872年までのあいだに中国、日本を回つたのであ

る。日本側資料から考えて日本へは明治 2年 6月 (和暦の6月 は西暦の7月 9日

から8月 7日 に対応)には来ていなければならないので、中国滞在はせいぜい

数ヶ月程度で、かなり短期間であつたはずである。

それから、「ニューファンドランド島、グリーンランド、アイスランド経由で

の帰国は発病のために中止する」という書き方では、少なくともニューファン

ドランド島を出発して途中で旅行をやめたことになると思われるが、これは

「伝記」の記載を著者がやはり誤解したためと思われる。"Nach New‐York

zuriickgekehrt, traf er Vorbereitungen, um im Frtihjahr 1874 von

Neufundland aus nlit einenl Wanfischftthrer naCh G預 女1land iiberzusetzen,

von v7o.oF dann lsland zu besuchen und uber Now7egen und Schweden nach

der Schweiz zurtickzukehren gedachte.Sein kranklicher zustand nё tigte

ihn jedoch,dieses PrOlekt aufzugeben und in dem■ lilden Klima ltaliens

Bessertlng seiner Gesundheit zu suchen.“ (「伝記」、pp.372‐373)。 「ニューヨー

クに戻ると捕鯨船でニューファンドランド島からグリーンランドに行く準備を

した。1874年の春の予定だつた。予定ではそこからアイスランドヘ渡つて、ノ

ルウェーとスウェーデンを経由してスイスに帰国するつもりだつた。しかし健

康状態は思わしくなく、カデルリーはこの計画を断念して、イタリアに行き、

温和な気候の中で健康が回復するのを待つことを選択せぎるを得なかつた。」計

画自体を断念したのだから、おそらく、ニューファンドランド島にも行つてい
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ないはずである。城岡 (2006:82)でも『事典』の記載を元に「ヨーロッパに

帰国のためにニューファンドランド島、グリーンランド、アイスランドを旅行

中に発病し、旅行を1874年に中断したJと 書いたが、これは間違つていたこと

になる。

3.2『ベルン伝記集』第3巻の Jakob Kade甫
助%%励饗「bι2おσ力ι″Bれ聯ψカル%(『ベルン伝記集』)はカントン・ベルン
歴史協会の編集になるが、1884年に出版された第 1巻冒頭にはどういう伝記を

収録するか基本的な考え方が示されている:「この伝記集が収録を目指したのは、

新旧を問わずカントン・ベルンで何らかの顕著な活躍をした人物の伝記やカン

トン・ベルン出身者でスイスの他の地域や外国での活躍によって故郷の名誉を

守つた人物の伝記である」.カデルリーの場合はカントン・ベルン出身者で外国
での活躍によリカントン・ベルンの名誉を守つた人物として伝記集に収録され

ているということだろう。それから、日次であるが、名前のほかに簡単な表現

でその人物を紹介しているが、カデルリーの場合はWdtreisendeム つまり「世

界旅行家」という紹介の仕方をしている。

「伝記」はカデルリーが故郷に書き送つた書簡やカデルリーを直接知る人の

話からカデルリーの死後にA.ヴァルタ早 (Ao WaltheDと いう牧師が作成し

ている。カデルリーが手紙を書いていた村の牧師とは別の牧師 (村の新しい牧

師かもしれないが、不明)である。書簡は友人や知り合いにあてたものや、54

年間リンパハ村の教師だつたJ.器 トイシヤー 0.Teuscheう という名前の村の学

校の恩師、ルートヴィヒ・ミュラー (Lud宙g Muller)と ぃぅ名前の村の教会

の牧師にあてたものだったようだ。なお、リンパハの教会の現在の牧師をして

おられる方に問い合わせてみたが、現在のリンパハではどうやらカデルリーは

忘却のかなたに完全に忘れ去れており、カデルリーの書簡も残されていないと

いうことだつた。

「伝記」がカデルリーの書き送つた書簡をもとにつくられているとすると、

カデルリー自身が故郷の人たちに見せたい姿が描かれ、場合にようては自慢し

たい事柄が強調して描かれることになるだろう。本人の自己申告に基づく内容

であるし、明らかなウソも混じつていると思われるが、過去の様々な資料が自

由にインターネット上で検索できるようになれば別であるが、今のところ、ど

こまでが事実なのか確認するのは容易ではないと思われる。しかし、カナダの

ニビッシング湖沿岸部の調査のようにカナダ側の資料でも確認できるものもあ
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るので、「伝記」の内容はまったく信用が置けないということもないようだ。

また、著者が牧師ということも「伝記」の内容に一定の偏向をもたらしてい

るかもしれない。牧師として一般人に示したいカデルリ■像がカデルリー自身

の実像とは別のところにあつたかもしれない。農家の下働きから身を起こした

男の出世物語を牧師は皆の前に提示したかつたのかもしれない。能力はあつた

が、生まれは貧しく、正式な教育は村の学校だけだったかもしれないが、不断

の努力と引き換えに、ついには、世界へ飛び出し、北半球をぐるつと一周した

立派な人物。故郷を出るときには故郷の土に口づけし、常に故郷を思い、故郷

に何かあればどんなに離れていようともいつでも戻つてくる覚悟があり、少な

くとも3年に 1度は故郷に帰る計画を立て続けた人物。カデルリーはそのよう

な人物として描かれているが、果たしてそれがカデルリーの実像であつただろ

うか。

以下では、「伝記」の中の事実関係を記述する部分を中心に、内容にコメント

を加えながら、カデルリーの生涯をまとめておく。なお、「伝記」はドイツ文字

で書かれているため、ラテン文字に変換して引用している。

スイスの寒村に生まれ、農家の下働きをするカデルリー

"Der schon im 48。
Altersiahr den 31.Dezember 1874 abgeschlossenen

Lebenslauf dieses Mannes stent uns ein leuchtendes Beispiel dar,was aus

einer tiichtigen Natur,die mit iralent Energie des Geistes,Fnit guter

Auffassungsgabe Zahigkeit des Wonens und une■ llltidliche Arbeitslust

verbindet,auch unter au3erlich ungtinstigen Umstanden werden kann.

Geboren den 22.Juli 1827,aufgewachsen unterを mlichen Verhatnissen im

Dorf Lirnpach,inl Amtsbezirk Fraubrunnen,ohne eine andere Vorbildung,

als die,weldle ihm eine freilich von treuer Harld geleitete Dorfschule geben

konnte,hat sich Jakob Kaderliin eine Lebenssphh emporgearbeitet,die

weit ab von dem Ausgangspunkt seiner Laufbahn lag。 “(伝記冒頭、p.363)。

「カデルリーは 1874年 12月 31日 に盤 歳で亡くなつている。この人の生涯か

ら私たちが容易に知ることができるのは、篤実な人は、才能があつて精神のエ

ネルギーがあり、優れた理解力があつて意思の粘り強さや倦むことを知らない

勤労意欲があれば、たとえきわめて不遇な状況に置かれていても、不遇な状況

を克服できるということである。1827年 7月 22日 にフラウブルネン郡リンパハ

村の貧しい家庭に生まれ、村の学校に通うこと以上の教育は受けていないが、
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カデルリーは人生の出発点よりもはるかに高いところまで登りつめたのである。」

"Nach seinem Austritt aus der Schttle,in welcher er sich vor allen

Wttili盤器蹴響静鐵贔戦al躙
織識Fi詰肌鷲蠅I〔ユ軍出1]蹴″露胤認
Abends besuchte er Fortbildungsschulen;der franttsische Sprache hatte

er sich bald so weit bemeistert,da3 er sich rnit Gewandtheit mtindlich und

schriftlich in ihr auszudrticken verFnOChte.“ (p.363)。 「学校では育ヒカや学習

意欲の点ですべての同級生を凌駕していたが、押さえのきかない元気のいいと

ころも日立つ生徒だつた。卒業後は家が貧しかつたので、農家の下働きを余儀

なくされた。しばらくはヴォー州
Zで
働き、そこでは日中は仕事で忙しかつたが、

夜は補習学校 (Fortbildungsschulen259に 通つた。フランス語には上達して、

話し言葉も書き言葉もたくみにあやつることができるようになつた。」

ナポリ王国の傭兵になったカデルリー

正確にはいつのことか書いてないが、カデルリーは、「若気のいたりで」(ein

Sch五tt jugendlicher Unbesonnenheit)、 ナポリ王国のスイスの傭兵部隊に入

隊する (der Jtingling lie3 sich unter die Schweizer Truppen in Neapel

arlwerben)。 後続の記述を読むと、ナポリとシシリアで1848年、1849年の戦い

に加わったことが書かれているから、スイス傭兵部隊入隊はそれ以前のはずで

ある。当時、ナポリ王国ではフェルディナンド2世がナポリの暴動を鎮圧し、

シチリアを取り戻しているから、スイス備兵部隊はこれらの戦いに関わつたも

のと思われる。スイスは1840年には傭兵部隊の新たな派遣を禁止していて、契

約が継続中のナポリ王国への派遣が最後になつたようである。したがって、カ

デルリーが参加したのはこの最後のスイス人備兵部隊である%。

兵士としてのカデルリーは、ナポリで目覚しい活躍を見せたようであるが、

軍隊生活には満足していなかつたようである。"Die scharfe Zucht,welcher er
sich in Neapel unterziehen mu3te, und mehr noch das einfё rmige

GarnisOnsleben,die Besch狙 畦ung mit mechaFliSChen Exerziden waren aber

durchaus nicht nach dem Geschmack geistig geweckten und freien,

unabhangigen Natur.Zwarin den Kampfen der Jahre 1848 und 1849 in

Neapel und Sizilien,an welchen die Schweizerregirnenter und vorab das
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Bernerreglinent einen so hervoraragenden,1適 r ihre Waffenehre ttnllichen

Anteil nahmen,zeichnete er sich durch todesverachtende rrapferkeit aus,

so da3 er zunl Unteroffizier befё rdert wurde;er selber legte aber das

bescheidenё Ges働■dnis ab,was ihm danlals als Bravour ausgelegt worden,

seiim Grunde nichts als Lebenttberdm3 gev7esen,er habe den Tod gesuぬ ち

aber,軸rend Kanleraden rechts und links gefallen,habe keine Kugd den

Weg zu ihm,dem Lebensmuden gefunden。 “(p.364.p。「ナポリの軍隊の厳格

な規律、単調な駐屯地での生活、機械的な軍事教練、こういつたものは、覚醒

した精神を持ち、自由で独立した人間であるカデルリーの気に入るはずはなかつ

た。ナポリとシシリア島での 188年 と1849年の戦いではスイスの連隊、とく

にカントン Lベルンの連隊が武運をあげ活躍したが、このときカデルリーは死

をも恐れぬ勇敢さで戦い、見事、下士官まで昇進している。控えめな彼自身の

言葉によれば、勇敢と人に思われたことは実は生きるのが嫌になつていただけ

のことで、まわりの戦友が次々に戦死していくのに、死ぬつもりでいた自分を

弾の方が避けてくれたのだと述べている。」

ナポリで除隊後に家庭教師になつたカデルリー

ナポリ王国で軍隊生活を送る一方で、カデルリーが関心や才能を早くも他に

向け始めたことについて「伝記」は触れている。"Doch verstrichen die Jahre
des Soldatenstandes nicht unbenutzto Der neapolitanische Soldat,der sich

im Rock Seiner Maiesttt des higs Ferdinand so beengt ittlte,benutzte

ane MuBestunden init dem師3ten Flei3e zu seiner Ausbildung und zur

Verrnehrung seine Kenntnisse.Nach Ablauf seiner Diensセ eit erhielt er in

der Fanlilie eines Offiziers,dessen Aufnlerksamkeit der talen"oHe,

strebsame iunge Mann auf sich gezogen hatte,eine Anstenung als

Hauslehrero Er verlie3 diesdbe im Jahre 1854.“ (p.364)。「カデルリーはフェ

ルデイナンド王のもとでナポリの兵隊として過ごすことが窮屈に感じられるよ

うになり、軍務のあい間をぬって、教養を付け、知識を増やすことに最大限の

努力を払つた。除隊前からカデルリーの有能さと努力家ぶりを買っていた士官

の家で除隊後に家庭教師になつた。カデルリーは 1854年にこの家庭を離れてい

る。」ナポリを出るのが 1854年で、没するのが 1874年であるから、この時から、

20年を旅の空の下で過ごすことになる。
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クリミヤ戦争の途中からフランス軍で働いたカデルリー

たまたま乗つた船でフランスの戦争委員 (K五egskommissaOと 知り合いに

なり、この関係から士官待遇でフランス軍の管理部の幹部に迎えられることに

なつた。コンスタンティノープルで数ヶ月働いた後、志願してクリミア半島に

行くことになつた。騎兵師団の会計係の補佐としてCals Attunkt des,,Comptablざ

eines Cavalleriedi宙 sion)働 くことになり、任務のためクリミア半島から3回

の大きな旅行をこなすことになつた。一回めがアレクサンドリアとカイロヘの

旅行、二回めがスミルナ (Smyma271へ の旅行、三回めが トラペズン ト
(Trapezun♂ )とェルズルム (Erzerum)ま での旅行である。「伝記」には軍
務についているあいだも、努力家のカデルリーは寸暇を惜しんで英語とトルコ

語の勉強をしたことが書いてある。トルコ語については、主計長 (Intendant)

が馬や牛の購入のためにトルコ内陸部に出かけるのを書記兼通訳として (als

Sekretar und Dragoman)随 行できるくらいにはなったのだという。クリミヤ

戦争が終わってからアルジェリアの士官ポストの話もあったのだが、カデルリー

は断つたようだ。戦争はもう沢山だと感じていたのと、これまでの敵だったロ

シアを見聞したいと感じるようになつていたらしい。1856年の初夏にモスクヮ

の皇帝の戴冠式に出かけるアテネの若者たちといっしょに馬でコンスタンチノー

プルからモスクワに向かった。当時盗賊がうようよしていたバルカン半島は 8人

のトルコ憲兵 (Cavassen)に 護衛されて安全に通過した。シュムラ (Schumla)

を出たあとは、ブカレスト、それからヤシ Cassy)を通ってベッサラビアをオ

デッサに向かった。そこから、一団はキエフ、オーレル (Orel)、 トゥーラ(Tula)

を通つてモスクフに着いた。しかし、カデルリーはモスクワには長居はしない

で、見物するものを見たら、サンクトペテルブルクに汽車で向かつた。サンク

トペテルブルクでは裕福なポーランドの工場主と知り合いになって、その関係

で、フルシャワで工場主の一人息子の住み込みの家庭教師 (als Gouvemeur seines

einzigen Sohnes)に なったようだ。カデルリーという人はどうやら自己宣伝が

なかなかうまかった人のようである。有利な条件だつたことも「伝記」は伝え

ている。結局、教養ある人たちとつきあいながら、ワルシャワで約 2年間暮ら

すことになった。そろそろまた旅行がしたくなつてきて、プロイセン、ベルギー、

フランスを通ってスイスに帰国することも考えていた矢先、事件は起こった。
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ワルシヤワのフランス総領事館での領事との衝突・逃亡

クリミア戦争の途中からフランス軍側で働いていたカデルリーは、最後はコ

ンスタンチノープルのフランス軍の派遣部隊の管理任務についていたようであ

るが、ここを辞めるときに、ロシア旅行のためにフランスのパスポートを発行

してもらつていた。"Schwei2er unter franzё sischem Schutz“ (フ ラ
ンスの保

護を受けるスイス人)と いう資格だったようだ。ところが、ポーランドのワル

シャワのフランス総領事館でパスポートにビザの交付を受けようとしたところ、

ろくな説明もされずにパスポートを没収されてしまった。フランスのパスポー

トを没収するということは、共和主義者というだけで当局からにらまれ、警察

の標的にされるような国で彼の保護を打ち切るということを意味する。顔見知

りになつていた領事館の書記がほのめかすには、領事"が最近になつてパリから

秘密の指示を受け取つていて、スイスがフランスの要求を拒否したことに対す

るある種の報復措置ではないかということだつた。フランスの要求というのは、

フランス皇帝 (ナポレオン三世のことか)を脅かすような行動を監視するため

にスイスの主要都市にフランスの警察官を配備したいという要求だつたようだ。

この件では領事にもう一度会いに行つているようであるが、やはり、書記のほ

のめかした理由のようなことがあつたようである。"Bei einer nochmaligen
Audienz gab in der rrhat der Konsul Kaderli die Erklarung,da3 es ihm

verboten sei,ftir die Zukunft Fremde und besonders Schweizer unter

franzё sischen Schutz zu nehmen.“ (p.367)。「事実、再度の領事との接見の場

で、領事は、外国人特にスイス人をフランスが保護することは今後は禁止なの

だとカデルリーに説明した」。カデルリーはスイスのパスポートを持つていなかつ

たのか、スイスのパスポートよりもフランスのパスポートの方が効き目があつ

たのか、その辺は「伝記」には書いてない。いずれにしても、カデルリーは強

硬に抵抗したようで、スイスの新聞に訴えるぞとまで言って食い下がつたよう

だ。カデルリーの強硬な抗議に対して、フランス領事も警察官を呼んでカデル

リーを逮捕させようとしたようだ:「伝記」の内容だけでは領事の横暴な行動が

分かりにくいが、コサック人 (勇敢なことで知られる)の警官二人が呼ばれて、

なにやら逮捕令状のようなものが渡されたようだ。ちようどその時であつた。

カデルリーはまだ体勢を整えていない警官の一人からサーベルを奪い、左手で

首を押さえ、右手の奪つたサーベルの柄で警官のこめかみを打つた。警官は倒

れた。もうひとりの警官がカデルリーの方へ見返つたときには、カデルリーは
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警官から二歩離れた位置まで来ていて、警官がサーベルに手をかけようとした

ときには、カデルリーの方が早く、サーベルを握つている右手と左手の両方で

警官の胸を思いつきり殴つた。警官は領事に倒れかかり、二人とも床に倒れて

しまった。カデルリーの思わぬ攻撃によって生じた混乱の隙に、総領事館を出

て、暗闇と雑踏の中にまぎれて逃げた。その後、辻馬車をつかまえ、町外れま

では行つたものの、どうしていいか分からない。結局、知り合いになつていた

ポーランドの伯爵 (Graf)が近くの城に住んでいたので、思い切つて、そこへ

行くことにした。伯爵はかくまってくれただけでなく、逃亡のための援助の手

も差し伸べてくれた。「伝記」では dieser,nicht nur dem Stande,sOndem auch

der Gesinnung nach ein Eddmann(「高貴な (貴族)階級であるだけでなく、

高貴な信念を持つこの人」)と 伯爵を持ち上げている。カデルリーの住居だつた

ところには既に6人の兵隊を連れた警部が武器を持つたスイス人の捜索に現れ

ていたくらいであるから、ポーランド内にとどまることはできなかった。伯爵

はカデルリーにひげを剃らせ、猟の服装をさせ、乗り換えのための 4頭の早馬

と従者の猟師をつけて、ワルシャワから逃亡させた。「伝記」では、この後国境

を越えることに成功して、トルン (Thom30)につくと伯爵の友人の城で暖かく

迎えられたことまで書いている。フランス領事の悪漢ぶりといい、カデルリー

の勇敢さといい、かくまってくれた伯爵の高潔な態度といい、本当にこのよう

なことがあったのかどうかは分からない。それに、一方の当事者のカデルリー

が故郷に書き送つた手紙の内容を元にしているわけだから、カデルリーに都合

のいいように事実が改変されている可能性もあるだろう。

1860年、1861年のイギリス、スコットランド、アイルランド滞在

ワルシャワでお尋ね者になつてプロイセン領のトルンに逃げ延びたカデルリー

であつたが、「伝記」ではその後の記述がしばらく欠けていて、次の記述は1860

年から1861年にかけてのイギリス、スコットランド、アイルランドヘの旅行で

ある。

"In den Jahren 1860 und 61 finden mr Kaderliin England,Schottland und
lrland.Daselbst bot sich reichlich Gdegenheit,die Lttcken seines Wissens

iinmer rnehr auszul■ leno Nicht nur vervonkomnlte er sich in der Kenntnis

der englischen Sprache,so da3 er sie mit voller Freiheit beherrschte,ganz

besonders war es das Studium der Geologie und Mineralogie,dem er mit

aner Energle sich widmeteo Langst schOn hatte ihn diese Wissenschaft
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angezogeno E)ieser Neigung lie3 er nun freien Lauf,Vorlesungen wurden

angehё rt,die l肛 eneraliensamrrllungen des britischen Museums und der

Museen von Dublin und Edingburg besucht.“ (p.368)。「1860年、61年にカ

デル リーはイギリス、スコットラン ド、アイルランドに滞在した。知識・教養

の欠けているところを補うにはよい機会となつた。英語の勉強だけではなかつ

た。完全に自由に英語が使いこなせるようになつたのは言うまでもないが、地

質学や鉱物学の分野の研究にカデルリーは精力を傾けた。この分野の学問にず

いぶん以前から惹かれていたのだが、この時になつて、カデルリーは没頭して、

講義を聴き、大英博物館やダブリンやエジンバラの博物館の鉱物コレクション

を訪ねてまわつた。」

イギリス滞在中のことであるが、希望を打ち砕くような、何かしら心の痛み

を伴う経験をしたようで、そのため、詩作をしたことが「伝記」に書かれてい

る。日本のお雇い教師カデルリァが詩を書いたことは、『カデルリー文典』から

も裏付けられる。後半には読章の部分があつて、読み物や詩があるが、ゲーテ

やシラーなどの詩にまじつて、作者Kの詩があり、従来からカデルリー作だと

推定され、「Kなる人の作一つがある。Kとは編者自身の匿名でもあろうか。」(『日

独言語文化交流史大年表』、p.482)と 書かれている。

「伝記」ではこの時期から地球を一周しようという計画をカデルリーが意識

しだしたことについて書いている。しかも、熱帯の国々ではなく、不毛なシベ

リアを通つて行きたいと考えたのだという。カデルリー自身が後に手紙の中で

この時の気持ちを分析しているらしいが、「北国の何もない孤独の方が色彩と生

命にあふれる南国よりも当時の自分の気分に合っていたのだろう」(,,Die kahle

Einsamkeit des Nordens hamonierte besser nlit seiner damaligen

Gemutsverfassung,als die Farbenpracht und Lebensfune des stidens.“ 、

p.369)と いう思いだつたようだ。

ウラル、シベリアを旅行するカデルリー

1861年にカデルリーはハンブルク、ベルリン、ケーニヒスベルクを通つてロ

シアに向かった。サンクトペテルブルクに向かう郵便馬車で深い森の夜道を走つ

ていたのだが、馬が狼の遠吠えに恐れをなし、暴れ、カデルリーは馬車から投

げ出され、大怪我をしてしまう。

"Als er nach einigen Wochen so weit hergestdlt war9 um seine Reise nach
Petersburg und Moskau fortsetzen zu kё nnen, fand ein russischer
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Polizeikommisar grOse Aehnlichkeit zvJlschen ihm und einem Mitgliede

der polnischen Agitationspartei,die damals gerade die bald darauf

ausbrechende polnische Revolution organisierte und hauptsた hlich auch

in Lithauen sehr thatig war.Er wurde verhaftet und erst nach vler Tagen,

nachdem er sich uber den Zweck seiner Reise genugend ausgewiesen hatte,

wieder in Freiheit gesettt.“ (p.369)。 「サンクトペテルブルクとモスクワヘの

旅行が続けられるまでに健康が回復するのに数週間かかつた。その頃ポーラン

ドの扇動政党でまもなく始まろうとしていたポーランド革命を組織して、主に

リトアニアで活動していた政党があつたが、党員の一人とカデルリーが非常に

よく似ていると考えたロシアの警部がいて、カデルリーは逮捕され、旅行の目

的を十分に説明して、釈放されるまで 4日間かかつた。」

"Nach einem kurzen Aufenthaltin Petersburg und dnem Aus■ ug nach den

Ladoga‐ und On∝ aseen reiste er tter Moskau nach Nischni‐Nowgorod und

von da an Kasan.Ein Dampfer brachte ihn hierauf nach Pe.11l und

Postpferde nach Jekaterinaburg am ёstlichen Abhange des Uralgebirges,

wo er sich ungefahr zwei Jahre zu praktischen geologischen und

mineraloglschen Studien in den dortigen Bergwerken aufzuhalten gedachL

Errlpfehlungen von Petersburg an den General Josse,Generaldirektor der

uralschen und altaischen BergwerkQ versch」 nen ihin dne gute Aufnahme

in den gebildeten Kreisen der ural'schen Hauptstadto Er wllrde Hauslehrer

in der Fanlilie eines Bruders des Generals und besuchte gleichzeitig die

Bergakadenlie,wo er sich besonders auch auf das Studium der Chenlie,

soweit die Mineralogie es erforderte,legte.Teils mit seinen Z建 ユingen und

ihrem Vater,der Oberinspektor der Bergwerke lvar,teils allein wahrend

der Ferienwochen besuchte er die wichtigsten Bergwerke der ganzen

Uralkette und studierte die geologische Fo..1latiOn dieses wlchtigen und

reichen Gebirges,some auch die Systeme der Ausbeutung seiner Sdhtte.

Nach einem zwelahrigen Aufenthalt am Ural glaubte er sich hinl狙 glich

vorbereitet,seine Reise fortzuseレ en。“(pp.369‐ 370)。 「サンクトペテルブルク

に短期間滞在して、ラドガ湖やオネガ湖への旅行をしたが、その後、モスクワ

経由でニージニーノブゴロドNischni―NowgoroOへ行き、そこからカザンにasa→
へ行つた。それから、蒸気船でペルミ (Pe....)へ行き、郵便馬車でウラル山脈
の東側斜面にあるエカテリンブルクに向かった。ここで2年ほど滞在し、実用
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的な地質学と鉱物学の研究をウラル地方の鉱山で行うつもりだつた。ウラル地

方とアルタイ地方の鉱山の総支配人をしているヨセ Oosse)将軍あてにサンク

トペテルブルクで書いてもらつた推薦状が役に立ち、カデルリーはウラルの首

都のエカテリンブルク Cekate五naburg)で教養ある人びとの間で歓迎を受け、

将軍の兄弟の家族のもとで家庭教師をすることになつた。傍ら、鉱山学校

(Bergakademie)に 通い、とくに鉱物学 (Mineralogie)に必要な化学の研究

に打ち込んだ。家庭教師先の子供たちといくつもの鉱山の総監督(ObettnslektoD

をしている父親といっしよにウラル山脈の重要な鉱山を見て回つた。休暇中は

一人で行つたりしたのだが、こうしてカデルリーはウラル山脈の重要な鉱山は

ことごとく見て回つた。そして、この重要で豊かな山脈の地質学的な構成や鉱

物資源の活用方法を調査・研究した。ウラル地方で 2年間過ごしたのであるが、

カデルリーには旅を続けるときが来たと感じられたのだった。」

その後、5年間、シベリア各地を転々とするが、『伝記集』はイルクーツク以

外の都市名はあげていない。「伝記」ではカデルリーの関心が主に地質学的、鉱

物学的なものだったことにも触れている。モンゴルや満州地域 (中国東北部)

との国境地帯や北部の氷に覆われた地帯を歩き回つたとは書いているが、5年間

の詳細は不明である。とにかく、ウラルを出発してから5年後の 1868年の秋に

はシベ リアを横断してアムールリllの河日の町ニコライエフスク (Nikolaiev/sk)

までたどり着いている。

中国経由で来日、離日してアメリカに向かうカデルリー

伝記のここからしばらくは日本滞在中の記述やその前後の記述なので、該当

する部分を省略せずにすべて引用しておきたい。

Im Herbst 1868,ftinf Jahre nach seiner Abreise vom Ural erreichte

Kaderli die Ktiste des Stillen MeereS.Die gesunde Lust von Nikolaiewsk

an der Amu.11ltindung,wo er iiber den Winter bis zur Wiedereroffnung

der Schifffahrt als Lehrer iln Hause des Mihtargouverneurs des

Kustengebietes und zugleich Kommandanten der rllssischen Flotte im

stinen Meere verweilte,stente seine durch die Strapazen der sibirischen

ReiSe auf'S AeuBerste erschtitterte Gesundheit so weit her,d』 er es wagen

du」he,seine Reise“ unl die Erde"fottusetzeno China war sein nttstes

Zielo AuBer Hongkong und seiner Umgebung besuchte er Shanghai und
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befuhr auf eine Strecke die beiden Haup』 おse Chinas,den IIoang‐ ]Io und

den Jangtse‐ Kiango Ausgebrochen Unruhen in Tiensin lieBen es」 hr einen

Europた r nicht ratsanl erscheinen,die Hauptstadt Peking zu besuchen. Er

schiffte sich deshalb nach dem japanischen lnselreich ein,das er sich zu

einer Hauptstation ausersehen hatte. lUeber zwei Jahre verweilte er in

diesem machtigen aufstrebenden Landeo seine Bekanntschaft ini dem

Rektor der Akademie in Jeddo,wie danlals Tokio genanllt wurde9 vemittelte

ihnl eine Berufung an diese Anstalt als Lehrer na枷 旺nveissenschaftlicher

趾 her. Seine Stellung als Staatsbeamter gestattete ihnl,unter denl Schutz

der Regierung mehrere Reisen in's lnnere des lnsdlandes zu untemehmen,

die reiche geo10glsche und IIlineraloglsche Ausbeute elnbrachten.

Am 22.Juli 1872,an seinem sechsund宙 erzigsten Geburtstage,schiffte

er sich auf dem amerikanischen POstdampfer nach Amerika ein.Als

welも「ollsten Ertrag seines Aufenthaltes・ inJapan brachte er eine groSe 1580

Exemplare zahlende,wO mёglich alle mineralogischen Produkte Japans

enthaltende Sanllnlung uber den groBen Ozean. I)iejapanischeReglerung

hatte sich umsonst bemuht,ihm dieselbe abzukaufen. In San Francisco

schloS er mi deFrl grOBen Woodward'schen Museurrl dasdbst einen Kontlrat

dem zufolge er diesem seine Sanlinlung ir einige Jahre zur

Ausstdlung iiberlie3.(p。 371)

「1868年の秋、ウラルから出発して 5年後にカデルリすは太平洋岸譴までたどり

着いた。アムール川河日のニコライエフスクで、春になって船の航行が可能に

なるまでの間沿岸地帯の最高司令官であリロシア太平洋艦隊の指揮官である人

のところで家庭教師として一冬を過ごした。シベリア旅行で極度に疲弊した健

康状態であったが、健康は回復し、地球一周旅行を続行することになった。中

国が次の目的地だつた。香港とその周辺以外では上海を訪ね、中国の二大大河

黄河と揚子江を船で旅行した。天津での暴動の勃発のためヨーロッパ人として

北京へ行くことが得策だと思えなかつたカデルリーは北京行きを断念した。そ

れで、次の主要滞在地として選んだ日本への船に乗ることにした。ヵデルリー

は 2年余り (ueber zwei Jahre)をこの強大な発展途上の国で過ごした。江戸

は当時東京と名づけられていたが、江戸の学校 (Akademie)の校長 32の仲介で

自然科学科目の教員として (alS Lehrer naturweissenschaftlicher Facher)
この施設に雇用されることになつた。国家公務員としての立場のおかげで政府
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の庇護を受け、日本の奥地への旅行を何度も断行し、地質学上や鉱物学上の実

り豊かな成果 (die reiche geologische und mineralogische Ausbeute)を あ

げることができた。

カデルリーは 1872年 7月 22日 にアメリカの郵使船に乗つた。この日は彼の

46歳の誕生日であつた。日本滞在中の最大の成果として 1,580点 もの鉱物、ひょつ

としたら日本に存在するすべての鉱物を網羅した鉱物標本の大コレクシヨンを

携えて太平洋を渡つた。日本政府はこの鉱物標本の買取りを希望したが果たせ

なかつた。アメリカに渡つてからカデルリーはサンフランシスコのウッドワー

ド博物館とのあいだで契約を交わし、鉱物標本を展示用に数年間貸与した。」

「2年余り (ueber劉聡i Jahre)を この強大な発展途上の国で過ごした」と書

いているが、滞日期間は、実際は、もつと長いはずである。開成学校への採用

が明治 2年 6月 で、横浜の市学校との契約が切れるのが明治 5年 6月 であるか

ら、少なくとも3年程度の滞日期間はあつたはずである。

「カデルリーは 1872年 7月 22日 にアメリカの郵便船に乗った」とあるが、

郵便船 (Postschiff)と は PoM.社 (Paciic Mail Steamship Company、 「太

平洋郵船」、「太平洋郵便汽船会社」)の ことで、当時、横浜からサンフランシス

コに向かうものは月に一度の定期便だつた。カデルリーは明治 5年 1月 から6ヶ

月間の契約を高島嘉右衛門としていることが『資料御雇外国人』の記述から分

かるが、1872年 7月 22日は明治 5年 6月 17日 だから、契約の終了とほぼ同時

に日本を離れ、月に一度のサンフランシスコ行きの船に乗つてアメリカに渡つ

たことになる。

アメリカとカナダのカデルリー

翌年の 1873年の初頭には少し遠出して、北カリフォルニア、オレゴン、ワシ

ントンを超えて、ブリテイッシユコロンビアヘの旅行をおこなつた。ブリテイッ

シュコロンビアでは土地の団体の依頼を受けて、バンクーバー島の奥地への地

質学調査を指揮した ("er[..』 untemahm im Auftrage eines dortigen

Gesenschaft die Fuhrung einer geologischen Expedition in's lnnere der

Vankouver‐ Insel“、p.372)。 詳細な報告書を書いていると「伝記」は述べてい

るが、依頼を出した団体名も書誌情報も「伝記」にないのが惜しまれる。バンクー

バー島の調査から、いつたん、サンフランシスコに戻つてから、今度は、東ヘ

向かい、モルモン教徒の土地であるグレートソル トレーク地方へと向かつた。
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鉱物資源の豊かなワサッチ山脈には雪がまだ残つていたが、カデルリーは軽テ

ントで過ごしたために肺炎(Brtlstenttundu理的 になり、ソル トレークシティー

でしばらくの療養を余儀なくされたようである。健康がいくらか回復してから

カデルリーはオハイオ州に向かう。スイスから母と姉妹が移住してきているは

ずだつた。「伝記」には父親への言及が最初からまったくないので、カデルリー

の家は母子家庭だつたのかもしれない。姉妹の数は明記されていないが、複数

形で書かれている。

"Notdttg hergestellt,reiste er nach denl Staate Ohio,wo er Mutter und
Schwestern, die unterdessen nach AIne五 ka ausgewandert waren,

wiederzusehen hoffte.Er kanl zu spat:die Mutter war gestorbe,;die

Schwestem fortgezogen.“ (p.372)。 「体調がそこそこ回復するとカデルリーは

オハイオ州に向かった。オハイオ州には母とカデルリーの姉妹が移住してきて

いるのだ。再会できるものと行つてみたのだが、母は死んだ後で、姉妹はすで

にその土地を後にしていた。」

"[.…]er[...]besch淘 比igte sich einige Wochen init geologischen Studien

am Uta,deFrl Flusse zwlschen dem Ontano und dem Erie‐ See und wahlte

hierauf Toronto in Kanada zu seinem zeitwelllgen Aufenthalt Von hier aus

untemahm er irrl lnteresse schweizerischer Einwanderung nach Kanada

einerseits und der Pro宙 nzialreglerung andrerseits eine Erforschungsreise

nach denl Nipissing‐See,an dessen siidlichen und sudё stlichen Ufem die

RegierLIng ein Areal von einigen hundert englischen Quadratmeilen schoner

Waldungen nlit gutenl Ackerboden zu einer ktinftigen Kolonie ftir

Einwanderer aus der Schweiz ausgesetzt hatte。 “(p.372)。「オンタリオ湖と

エリー湖の間を流れるユタ川で数週間にわたつて鉱物学の調査研究を行い、こ

の目的のためにカナダのトロントにしばらく滞在した。さらに、ここトロント

からニピッシング湖へ調査に出かけている。カナダヘのスイス移民のための調

査であり、州政府のための調査であった。ニピッシング湖の南岸から南東岸に

かけて政府は数百マイル (イ ギリスマイル)の土地をスイス移民のための移住
地として提供を約束していたのである。」

カデルリーがニピッシング湖への調査に実際に出かけたことは次節の『オン

タリオ州のスイス人』のところで詳しく見る。「伝記」にはいつのことなのか書

いてないが、『オンタリオ州のスイス人』によれば、1873年 11月 3日 に出発し

て、4日後にはニッピシング湖に近い John Beatけ の農園に調査団の一行 (カデ
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ルリーと3人の農夫と案内のガイド1人)は着いている。

アメリカに渡つてからのカデルリーの活動で忘れてならないのは、シベリア

や日本についての講演を行つていることだろう。「伝記」の著者もいつどこで行

われたのか正確な情報は持ち合わせていないようであるが、,Vergangenheit,

Gegenwart und wahrscheinliche Zukunft abendlandischer]Kulturin China

und Japan“ (「中国と日本における西洋文明の過去と現在と予想される未来」)、

"Sibirien und seine Bewohner“ (「
シベリアとその住民」)と いう講演をニュー

ヨークで行ない、ニューヨークの新聞にも掲載されたと述べている (「伝記」、

p.374)。 シベリアについては、"Die Verbannten in Sibirien“ (「シベリアの流

刑者」)と いう講演もニューヨークで英語で行い、好評だつたと「伝記」に書か

れている (p.371)。 ニューヨークで行つたという講演については、将来、過去の

新聞情報などが自由に検索できるようになれば、もつと詳しく調べることがで

きるかもしれないが、今のところ、確認はできていない。

「伝記」では、モントリオールからボストンまでアメリカ動物学の父といわ

れるハーヴァード大学教授ルイ・アガシー (Louis Agassiz 1807-1873)を訪

ねたことなどにも触れている。サンフランシスコで知り合い、ボストンに会い

に行つたところ、アガシーはすでに死の床にあつたと述べている。したがつて、

これは 1873年だつたはずである。アガシーはスイス出身の著名な学者で、カデ

ルリーは同郷の学者に会いに行つたわけである。東京大学初代動物学教授にな

るお雇い教師E.S.モースはハーバード大学時代アガシーのもとで学生助手をし

ているから、アガシーはお雇い教師とは縁がある学者であつた。

ヨーロッパに帰り、マルセイユで死去するまでのカデルリー

,,Am 3.Juni 1874 betrat er nach Vollendung seiner zwolfiahrigen Reise

unl die Erde in Cherbourg wleder den europ■ schen Boden.“ (p.373ゝ  「1874

年 6月 3日 に 12年間の世界周遊の旅を終え、カデルリーは、シェルブールでヨー

ロッパの土を再び踏むことになつた」。シェルブールからどういうルートかは分

からないが、イタリアにまず入つたようである。療養が目的でまずジェノバに

行き、その後、やはり療養の目的でマルセイユに向かった。

故郷に送つた手紙には居ても立ってもいられないくらいに故郷に帰りたいよ

うなことも書いているカミ将来計画にも書いていたようだ。,Vorh五 g beabsichtigte

ett an der Akadenlie von Aix eine ihnl angebotene Lehrstene zu versehen,

dann gedachte er sich bleibend in New‐ York niederzulassen,wo ihnl eine
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Stelle in der Redaktion eines der bedeutendsten Blコ比er in Aussicht standf`

(p.373)。「とりあえず、エクス (A破、エクサンプロバンス)の学校 (Akademie)

で彼に申し出のあった職につき、その後ニューヨークに腰を落ち着けるつもり

だった。ニューョークでは重要な新聞の一つから、編集部の仕事が得られる見

通しがあったのである。」

結局、計画は実現されずに、1874年 12月 31日 にマルセイユの病院でカデル

リーは死去した。死因は肺炎 (Lungenentzundung)だ ったようだ。 ドイツ・
プロテスタントの牧師が病院に到着したときにはすでに意識不明で、遺言を残

すこともなく、世界を駆け巡つたときと同じ孤独さのうちに彼は死んだ、と「伝

記」は書き記している。

3.3『オンタリオ州のスイス人』の Jacques Kade‖ i
1870年代にカナダのオンタリオ州へのスイス人移民を精力的に仲介する仕事

をした女性がある。エリーゼ・フォン・ケルバー男爵夫人 (Elise von Koerber)

というドイツのバーデン公国出身の未亡人である。彼女はカナダ政府やオンタ

リオ州政府と交渉し、また、ヨーロッパまで出向いでカナダ移民の宣伝活動を

し、農民、時計工、家政婦、孤児などをカナダに送り込んでいる。“By the end

of 1875 she had 400 immigrants to Canada,the nlaiority of them

S宙 ss."(p.90)。 エリーゼ・フォン・ケルバーは 1875年末までに400人の主にス

イス人からなる移民をカナダに送り込んだのであるが、カナダの国勢調査の出

身国に彼女の活動の結果を見ることができる。1871年にはカナダ全体で2,963人

のスイス出身者がいて、そのうちオンタリオ州は 950人だったのが、10年後の

1881年にはカナダ全体で4,588人のうちオンタリオ州が2,382人と過半数を超え

るまでになつているのである (p.243)。

じつは、アメリカからカナダに渡つたカデルリーはエリーゼ・フォン・ケル

バーと知り合いになつていて、カデルリーは彼女の依頼でスイス人移民のため

の土地の調査をしているのである。この調査旅行については「伝記」にも記載

されているし、調査自体は事実だつたと思われる。

,Ⅳ
ron hier(=TrOnto)auS unternahm er ilm lnteresse schweize五

scher

Einwandertlng nach Kanada einerseits und der Pro宙nzialreglerung von

Ontario andrerseits eine Erforschungsreise nach dem Nipissing‐ See,an

dessen stidlidhen md ttdichen Ufem die Regie― g eln Areal von elnlgen

hundert englischen QuadratFrleilen schё ner Waldungen nlit gutem
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Ackerboden zu einer ktinftigen Kolonie l適
『
Einwanderer aus der Schweiz

ausgesetzt hatte。“(「伝記」、p.372)。 「ここ (ト ロント)を基点にしてスイス

人のカナダ移民とオンタリオ州政府の両者のためにニビッシング湖への調査旅

行を行なつた。ニピッシング湖の南側と南東側の土地は良い耕地の付いた数百

平方イギリスマイルの素晴らしい森林地であつたが、政府は将来のスイス移民

のための移住地とすることを約束していた土地である。」

「伝記」の書き方だと、カデルリーが直接オンタリオ州政府の依頼を受けた

かのように思えるが、『オンタリオ州のスイス人』では、フォン・ケルバー夫人

がカデルリーに頼んだもののようである。

“h Toronto she was introduced to the distinguished sdendst and traveller

Jacques Kaderli,a professor of minerology from Beme,who was retuming

from scientific expedition to Japano She persuaded hiFrl tO lead an

exploratory patt to the Nipissing reglon.In the paJけ were three fa..1.ers,

Jacob Brunschweiler from St.Gall,Eduard Schnlid of Basd,and Eduard

von Zuben of Alpnach in the half‐ canton of Obwalden,all of whom were

respected agnculturalists and,in her words,“ experirnental econonlists."

Accompanied by a guide,Jacques Kaderliled the expedition nbrth to the

buiming ofthe Rosseau‐ Nipissing∞ lonization road,v7hich,though ne― g

completion after seven years of construction,was open for its fulHength

only for unter traffic.On 3 Noverrlber 1873 the pa■ y set out by sled and

four days later aFriVed atthe fam ofJohn Beal対 near Nipissing."(pp.84‐ 85〉

「トロントで彼女は著名な科学者であり旅行家のカデルリーに紹介された。ベ

ルン出身の鉱物学教授で、日本からの学術調査旅行の帰りであつた。彼女は彼

を説得して、ニピッシング地域の実地調査隊の指揮をとつてもらうことにした。

調査隊のメンバーには二人の農夫、ザンクトガレン出身のヤーコプ0ブルンシュ

ヴアイラー Oacob Brtlnschweiler)、 バーゼル出身のエドゥアルト
0シュミッ

ト(Eduard Schmid)、 準カントン・オプヴァルデンのアルプナハ出身のエドゥ

アルト・ツーベン (Eduard von Zuben)の 二人だつた。二人とも立派な農業

家 (agriculturalists)で、彼女の言葉では『実験エコノミスト』(expe五 mental

e∞nomists)だつた。道案内も同行したが、カデルリーはロッソ・ニピッシン

グ移住民道路のスタート地点の北側への調査の指揮をとつた。道路は7年の建

築期間が経とうとしているが、全長が通行可能になるのは冬の時期だけだつた。

調査隊は1873年 11月 3日 にそりで出発して、4日後にはニッピシング湖に近い
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ジョン・ビーティー oOhn Beatサ)の農園に着いている。」「著名な科学者であ
り旅行家のカデルリー」や「ベルン出身の鉱物学教授で、日本からの学術調査

旅行の帰り」のところは信じがたい内容であるが、カデルリーの経歴詐称的傾

向については次章でまとめて扱いたい。

カデルリーは実地調査の報告書を書いたらしいのだが、内容についての『オ

ンタリオ州のスイス人』の著者の書き方はややあいまいである。“Members of

this party appear to have found the Nipissing region suitable for

colonizadon,for their report was glo宙 ng。 "(p.86)。 「この調査隊のメンバー

にはニピッシング地域は移住地に適していると思われたようだ。なぜなら彼ら

の報告は熱烈だつたからだ。」。“Kaderli's fornlal report was most favourable,

too;in it he expressed the hope that there Fnight soon flourish``a new

Helvetia in Canada"and that the distttct might“ become a happy home

to hundreds and thousands"of Swiss immigrants."(p.86)。 「カデルリーの

公式報告はきわめて好意的なものだった。この地域がカナダのニュー 0ヘルベ

ティア踏として繁栄して、何百、何千ものスイス移民のふるさととなつてほしい

という希望をその中で表明している。」。無条件に移住適地と判断したかのよう

にも読めるが、別の調査者の報告と比較している部分で,よ “This report is unlike

those written by Professor Kaderli,JoE.Haus宙 rth,aFld Elise von Koerbe島

all of whOm weighed their statements carefuny and wamed immigrants

of possible problems."(p.107)。 「カデルリー教授や J.E.ハウスヴィル トCE.
Haus宙 rth)やエリーゼ・フォン・ケルバーの報告では二人とも慎重な発言を
していて、起こりうる問題点について移民に警告する内容になつていたが、オッ

トー0ハーンの報告は異なつていた」。これでは、手放しで推薦ということには

ならない。「伝記」にもカデルリーのニピッシング地域の調査についての見解が

紹介されているが、カデルリーの調査報告は全体的には好意的な判断を下した

としているが、同郷人に移住を勧めるものでは決してなく、移住をすでに決め

ているひとへの指針としてなら報告を公表してもいいと許可したのだと書いて

レヽる (p.372)。

『オンタリオ州のスイス人』で触れられている「著名な科学者」であるカデ

ルリーの発言としては、もう一つ、植物の生育期間の点でニピッシング湖がス

イス北部のコンスタンツ湖 (ボーデン湖)周辺に似ていると発言し、コンスタ
ンツ湖周辺で育つ様々なブドウの種類がニピッシング湖周辺でも育つだろうと

述べたと書かれている (p.86)。 現在でもカナダワインの生産の中心地はオンタ
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リオ州に限られているようだから、土地の鑑定の専門家でも農業の専門家でも

ないカデルリーの発言はまるっきり間違つていたということはなかつたようで

ある。

4.カデルリーはなぜ変名を使い、なぜ経歴を詐称したのか?
「伝記」で明らかになつたカデルリーは日本のカデルリー像からは予想の付

かないものではなかつただろうか。ナポリ王国での備兵としての活躍、クリミ

ヤ戦争への参加、ワルシャワのフランス領事館での大暴れ、シベリア放浪、華々

しくいろいろなことが出てくるのに興味をそそられ、驚いた。しかし、わたし

が一番驚いたのは、日本最初のドイツ語お雇い教師であり、『カデルリー文典』

を書いたことを故郷の人びとにはまったく知らせていないことである。お雇い

教師としてのカデルリーの業績は、日本最初のドイツ語お雇い教師であり、『カ

デルリー文典』を書いたことだとわたしは考えているが、カデルリー自身にとつ

ては重要なこととは考えていなかつたようだ。

日本で変名を使つていたことにも驚かされた。しかし、日本で Kade4yを使つ

たことには悪意は感じられない。本来、‐liで終わる姓"はスイスを合めたアレマ

ン系ドイツ語方言の姓である。ところが、a,e,i,o,uの 母音で終わる姓、とく

にiで終わる姓は英米では珍しい。アメリカ人の姓の頻度表“で上位 2,000姓に

liで終わる姓は見つからない。iで終わる姓にしてもRossiがあるくらいである。

一方、yで終わる姓ならかなり多い。上位 200位に限つても、Murphy,Kdly,

Bailey,Gray,Peny,Murray,Kennedy,Henry,Kelley,Beny,Bradley,Rlley,

Rayが見つかる。カデルリーが日本で Kaderlyを使ったのは、おそらく、日本

人や英米の同僚に分かり易い姓に改変したものだろう。インターネット検索を

してみると、スイスのアメリカ移民のひとにKaderlyと いう人が検索できるが、

同じように、英語式に改変した姓だろう。なお、リンパハ村へ行つたときに電

話帳をしらべてみたが、現在、カデルリーの生まれ故郷であるリンパハにはKaderli

という姓のひとは住んでいない。電話帳に出ている近郊の村や町には 1軒から

数軒程度は Kaderli姓のひとが出ていることは確認できた。ただし、Kaderlyと

いう表記はなく、すべて Kaderliである。『カデルリー文典』にはイニシャルの

Kの詩が収められているが、この場合の変名もカデルリーのお遊びと見ること

ができるだろう。

一方、カナダでの変名の場合はヤーコプ Cakob)をジャック Cacques留 )

に変えただけでなく経歴も偽つている。“the distinguished sdendst aFld traveller

-185-



Jacques Kadedi"(『 オンタリオ州のスイス人』、p.84)と書かれているのが誤

解に基づくものだとは考えられない。「著名な科学者」というのも真実とは言い

がたいし、“a professor of minerology from Beme"(前 掲書、p.84)と いう

ところでも、「鉱物学教授」というのも変である。カデルリーが鉱山学、鉱物学、

地質学と言われるような学問分野に詳しかつたのはおそらく事実であろう。「伝

記」の記述をまとめると、イギリスやアイルランドに滞在したときには講義を

聴いたり、大英博物館やダブリンやエジンバラの博物館の鉱物コレクションを

訪ねてまわっている。また、ウラル山脈の重要な鉱山を見て回つたことも書か

れているし、鉱山学校で聴講したりもしている。シベリアの各地に5年間滞在
しているが、その際のカデルリーの関心が、自然科学研究、とくに地質学研究、

鉱物学研究にあったことも「伝記」に書かれている (,,Das Hauptaugenmerk

richtete Kaderli uberall auf nattrwissenschaftliche,besonders geologische

und mineralogische Forschungen“、p.370)。 しかし、だからといつて、「鉱

物学教授」と名乗るのは経歴詐称に他ならないであろう。「ベルン出身」と説明

したことについては、リンパハでは誰も知らないので、ベルンの近くという意

味でこう言つたものかもしれないし、カントン・ベルンの出身という意味なら

間違いではない。しかし、日本での学術調査を終えて帰るところという説明も

しているらしいので、かなり悪質な経歴詐称だと思われる。日本でのカデルリー

は『カデルリー文典』の表紙ではLehrer der deutschen Sprache und Literatur

(ドイツ語とドイツ文学の教師)と書き、「教授」(PrOfessoDで はなく、「教

師」(LehreDを使つている。

『オンタリオ州のスイス人』の中で描かれているカデルリーは経歴を詐称し

ているが、「伝記」のカデルリーにもその傾向は見られる。日本での経歴の説明

がやはりおかしい。自然科学科目の教師として働き、地質学の調査旅行を何度

も行ない、日本産鉱物標本を大量に集めた鉱物学研究者として描かれているか

らだ。当時は外国人が自由に旅行できたわけではなく、伺いや届けが必要であつ

たから、地質学的な調査を何度も行なうというのは有り得ないと思われる。公

文書の『太政類典』で確認できるのは「相州箱根へ旅行」 (明治 2年 12月 )と
「伊豆熱海」(「大学南校ノ雇教師瑞西國人カデル外数名休業中旅行」、明治 3年
12月 23日 )ぐらいである。あとは、病気が理由で横浜に旅行したときの「南校
雇教師独逸人カデルリー病気ニヨリ横浜へ旅行ス」 (明治 3年 11月 )という件
名で見つかる旅行ぐらいである。

日本の資料ではカデルリーが鉱物学や鉱山学の授業をしたということを示す
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ものはまつたくないと言つていい。当時の日本にはまだなかつた学問である:

日本で最初に鉱物学を教えたと一般に考えられているのは、カデルリーが南校

をやめた明治 4年 11月 から入れ替わりに採用されたシェンクである。『資料御

雇外国人』に引用されている「傭外国人教師講師名簿」(自明治二年至昭和二年、

東京大学)を孫引きしておこう。「後チ専門学科ノ設置セラルヤ、彼ハ其教師ニ

擢用セラレ、及チ鉱山学ノー科ヲ担当シ、勤勉職ヲ奉シ以テ善ク其任期ヲ全ウ

ス…我学生二専門学科タル鉱山学ノ大意ヲ授ケシハ彼其晴矢ニシテ、其功ヤ亦

看過スベカラサルモノアリ」。シエンクはクニッピングの義理の兄 (姉の夫)で

もあるが、『回想記』でもシェンクについては鉱山学との関わりが述べられてい

るが、カデルリーについてそのようなことは述べられていない。また、日本人

でもつとも早く鉱物学をはじめ、鉱物標本コレクションを集めたことでも知ら

れている和田維四郎 (つなしろう)は明治 3年の大学南校入学時にドイツ語を

選択した貢進生のひとりであり、カデルリーにドイツ語を学んだことは十分あ

り得ると思われるが、和田がカデルリーに鉱山学、地質学などを学んだり、影

響を受けたというようなことを示す資料も存在しない。和田の書いた教科書の

第 3版『日本鉱物誌』(上巻、伊藤定一、桜井欽一共編、中文館書店、1947)の

冒頭に「本邦産鉱物に関する研究の発達と本書の成立」があって、「我国に於い

て鉱物学を自然科学の一分科として取扱いたるは明治維新の後にて、それ以前

には鉱物は唯好事家、玩石家と称する一部の人々の間に愛玩せられたるに過ぎ

ず」と述べ、「明治六年、東京に開成学校開設せられ、ドイツの鉱山技師カール・

シェンクをして鉱物学の講義を行なわしめたり。これ我国鉱物学の濫場にして、

当時同校 ドイツ部の学生に和田維四郎あり。」と述べ、明治 6年を日本の鉱物学

の授業の最初と見なしている。

カデルリーが大学南校で自然科学を教えたという「伝記」での主張に多少な

りとも根拠がありそうなのは、大学南校で作成され、1871年に出版されている

ドイツ語教材 D%お
`″

ω ιωι‐%π″υttι%4gsb%σ力。Erstes Heft(『 ドイツ語の読

み物と演習』第 1巻)の石炭と炭鉱についての章だろうか。この教材は、日本
の最初期のドイツ語教材の一つであるが、序文もなく、解説もなく、編著者名

もなく、誰がどのようにして作成した教材か明確なことは分かつていない。理

系の入門読み物の章が幾つか含まれているし、かなり詳しい石炭と炭鉱につい

ての章がある。拙稿 (城岡 2006)では、カデルリーと大学南校の二人めのドイ

ツ語お雇い教師のワグネル (物理学・数学分野の博士号とギュムナジウムでの

数学と理科の教師資格を持つ)の二人の可能性の中で、カデルリーがこのドイ
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ツ語教材の編集に関与した可能性はほとんどないだろうと述べた。しかし、拙

稿の執筆時にはまだ入手していなからた「伝記」のカデルリーの経歴なども考

慮に入れると、石炭と炭鉱についての章のドイツ語文はカデルリーが書いた可

能性が出てきたと思われる。この教材ではドイツ語文の章には日本語の抄訳が

付けられる形式を基本的にとっているが、
‐
この章では抄訳もほとんど付けられ

ていない。この章は、独和辞典も出版されていない当時の学生にとつては、手

に負えるようなものではなかつたと思われる。したがって、カデルリーがこの

章を元に石炭や炭鉱についての授業ができたとは思えない。しかし、この章を

書いたのがカデルリーであつたとするならば、大学南校で鉱山学や自然科学の

教育に携わつたのだと言えないことはないかもしれない:

「伝記」には日本産の鉱物標本のコレクション、「1,580点 もの鉱物、ひょつ

としたら日本に存在するすべての鉱物を網羅した鉱物標本の大コレクション」

を集めて、サンフランシスコのウッドワード博物館に貸与したと書いてあるが、

この内容も極めて疑わしい。仮に多くの鉱物標本をカデルリーが持つていたと

しても日本で収集したというのは考えにくい。ウラルやシベリアなどで集めた

ものだつたのかもしれない。カデルリーの鉱物標本が展示されたと「伝記」で

述べられてるサンフランシスコのウッドワード博物館は現存しないが、当時の

展示品について何か分かれば確認できるものと思われる。カデルリーの日本産

鉱物標本のコレクションの話は、当時の日本の鉱物学の状況からはおよそ考え

られないことである。それは『日本鉱物誌』の次のような記述から分かる。「そ

の頃の教育施設はすべて不完全にして、僅かに外国より購入せる百余個の小型

鉱物標本と、ロイニス博物学一冊とを有するに過ぎず、本邦鉱物の如きは一も

備えられず、又結品の如きも学生自ら板紙を以つて制作したる有様なりと云う」。

カデルリーの鉱物標本は、本当なら、当時の水準から言えば確かにすごいこと

であるが、日本政府が買い上げようとしたという記録も日本側の資料からは見

えない。

「著名な鉱物学教授」はカデルリーの夢見た理想の職業だつたのかもしれな

い。カナダでは経歴詐称によつて自分の夢を実現させたというところだろうか。

オンタリオ州北部のニピッシング湖南東部の沿岸地帯がスイスからの移住に適

した土地かどうかを調査して、3人の農夫を連れて調査旅行をして、鑑定報告を

フランス語で書いている。『オンタリオ州のスイス人』によると、この調査報告

は公刊されたものではないが、スイスのベルンで印刷された冊子の付録として

出版されたもので、カデルリーが変名を使わなかったら、ヤーコプ0カデルリー
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を知つているひとが出てきて、経歴が暴かれ、農家の下働きから身を起こし、

出奔して、ナポリで傭兵になり、その後、傭兵くずれとしてあちこちを旅行し

て回つた男だと見破られてしまったかもしれない。カデルリーが何としても避

けたかったのは、著名な鉱物学教授でないことがばれてしまうことだったので

はないだろうか。おそらく、カデルリーがカナダで変名を使つたのはそんなこ

となどいろいろ考えたあげくの行動だつたのではないだろうか。
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【注】

l Schalunenの 自治体運営のホームページでたずねたところ、複数の発音の仕

方があるが、普通はルーにアクセントを置いて「シャルーネン」のように発

音するということだつた。
2ィ ンタニネット上で共有される百科事典の国際的なプロジェクト.市販され
る既存の百科事典よりも情報量が桁違いに多い。
3 http://wttnv.2xn。こh/kirche.htm
4『東京開成学校一覧』の明治 8年版は国立国会図書館の近代デジタルライブ

ラリー (http:〃kindai.ndl.gojp/)で 公開されているので、閲覧、ダウンロー

ドが可能である。

5『東京開成学校一覧』の明治9年版は国立公文書館に所蔵がある。
6『東京帝国大学五十年史』(上冊、第 2篇)に「当時の名称に関しては或は開

成所と称し、或は開成学校と称し、記録に於て一致を欠くも、医学所が復興

せらるヽと共に医学校と改称せられたる例に徴すれば、本所も亦復興と共に

開成学校と改称せられたるにはあらぎるか」と断定を避けた書き方がなされ

ている。
7 Gottfried Wttener

8 v.H。
1レ

' Erwin]Knipping10 Karl Schenk

llすでに丼上哲次郎が『 日本に於ける独逸語研究の起源及び其の発展』(日独文

化協会、1934)の中で司馬凌海の語学の才能について「天才」、「天才者」と

いう言い方をして、彼のエピソードなどを紹介している。
12 http://hls‐

dhs‐ dss.ch/index.php
13「_覧」というのは、複数の大学を表にしたものではない。東京大学史史料
室HPでは、「『大学一覧 (要覧)』 とは、大学が公式に発行する年度ごとの大
学に関するあらゆるデータを網羅した情報発信媒体であり、大学の全体像を

提える最大の基幹史料・文献といつてよいでしょう。卜・]なお、一覧が欠け
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ている年は、殆どの場合『要覧』が発行されています。『要覧』は一覧をコン

パクトにしたもので、一覧が発行されなかった年度に限り発行されています。」

と説明している。
14明治9年版の『東京開成学校一覧』には「東京開成学校沿革略史」の英訳 Histodcal

Summary(裏からpp.9‐ 13)も付けられているが、英訳はわりといい加減で、

明治5年までは和暦と西暦が単純に対応していないにもかかわらず、皇紀 2529

年 6月 をそのまま西暦 1869年 6月 に対応させている。校名についても「大学

南校」や「南校」は使われずにKaisei Gakkoで通している。カデルリーの

採用についても英訳ではまったく訳されていなぃ。かわりに、In June 1869,

a Ge..1.an Depar加℃nt was added to the school。 つまり、学校にドイツ学

科が出来たのは1869年 6月 という説明で済ませている。
15明治八年版の『東京開成学校一覧』の方が分かり易い記載内容である。「二千

五百二十九年翌埠六月独乙語学ヲ加設シ瑞士國人「カデルリー」ヲ以テ教師ト

ス」 (p.3)。
16「 日耳曼」は「ぜるまん」と読んで、 ドイツのこと。
17日本人教師が圧縮した版を出版したと考えられる第 2版以降では 5ページか

ら 12ページまでが発音の説明である。この部分は初版と同一内容だと思われ

るが、文字の大きさを変えたり、ページを大きくしたりして、ページあたり

の文字数を変えているためである。
1819世紀にはまだTal(「谷」)が Thalと 書かれるなど、 ドイツ語本来の語に
も大量にthが使われていたが、1901年の正書法改革で thの表記は外来語を

残してやめてしまう。発音の差がなかつたことに基づく措置であると思うが、

19世紀後半のドイッの学校文法の教科書『シェーフェル文典』でもこの二つ

については今日の捉え方とはことなる説明をしている。tを harte Laute(硬

音)に入れ、thを gehauchte Laute(息の出る音)に入れ、ch([x]あ るい

は [c]の音価)や fと 同じタイプの音として区別している (1868、 第 7版、
p。116)。 今日一般的な音声学の用語に直すと、tを無声閉鎖音、thを摩擦音の

ように説明していることになってしまい、カデルリーの説明以上に奇異な解

釈である。
19山岸 (1937a:62)|こ 「この独和辞書の編輯には誰が従事したかといへば、南

校教師カデリーと少助教相原重政、三浦祐次郎、木村繁生の四人が関係した

ことは、同記録 (=東京大学本部に所蔵される南校記録のこと)に見えてゐ

る」とある。
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20こ の記述が何に基づくのか不明。
21『資料御雇外国人』ではこの記載が『太政類典』からとなっているが、『公文

録』が正しい。
2ミ ュルヒはリンパハの南西部にある隣村。ミュルヒには今日でもKaderli姓
の人が何人か住んでいるようである。
四 ドイツ文字の印刷字体では大文字の Iと Jの区男Jがなく、イニシャルは Iと も

読める。当時は、Johannと かJakobと かJosefが男性の名前に多かうたので、

可能性として高いのはJと考えて、いちおう、Jと表記しておいた。
2スイスのフランス語圏のカントンで、州都はローザンヌ。
あ Fortbildungsschulenは 複数形なので、複数の学校に通つたようである。小

学館の『独和大辞典』(1985)では Fortbildungsschuleの訳語として「農業

実科学校」も載せ、スイスやオーストリアの用法としているが、カデルリー

が通つた学校が「農業実科学校」と言うべき種類の学校であつたかは不明。
26『スィスの歴史』(U.イ ム・ホーフ、刀水書房、1997)に「備兵出稼ぎは、一

八四八年に制度としては廃止された。しかし、現実には、最後のスイス人部

隊がナーポリ王国から帰還したのは、ようやく五八年のことである。個人と

しては他国の部隊に加わることは、一九二七年まで容認されていた。」(p.183)。

カデルリーは後にクリミヤ戦争に際してもフランス軍本部で働くが、このと

きは個人としてフランス軍に参加したものと思われる。
27ス ミルナはギリシア名で、 トルコのエーゲ海の都市イズミールのこと。
四 トルコの黒海沿岸の都市で現在はトラブゾン (Trabzon)。
29「伝記」では Generalkonsulat(「総領事館」)という語は使っているが、
Generalkonsul(「 総領事」)と いう語は使っていない。一貫してKonsul(「領

事」)を使つている。総領事と領事を区別していないのだろうと思われるが、
ここでは「伝記」の記述通りに「総領事」としないで、「領事」とした。
30ヮルシャワから180キ ロ離れた都市で当時はプロイセン領。
31正確にはオホーック海と言うべきところ。
32こ の校長 (Rektor)というのは誰のことだろうか。1.1で引用した『東京開成

学校一覧』 (明治 9年版)の 「東京開成学校沿革略史」に基づいて考えると、
素直に解釈すれば、頭取の内田恒次郎か、学校の校務を担当した学校権判事

の細川潤次郎のことになると思われる。カデルリーの 2ヶ月前に採用された

フルベッキはのちに教頭という立場で学校の運営に精力的に関与し、外国人

教師の斡旋も行うが、フルベッキの可能性はないと思われる。なぜなら、フ
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ルベッキが教頭になつたのは、大橋・平野 (1988:373)では明治3年 7月、

『新訳考証 日本のフルベッキ』の付録の年表では1870年 11月 頃 (旧暦 10
月)と され、はつきりしないが、いずれにしてもかなり後のことである。明

治 2年 6月 のカデルリーの採用をフルベッキが斡旋したということは有り得

ない。
田Brustenレ undungは正しくはMasutisのことで「乳腺炎」のことらしいが、

Lungenentzuhdungの 意味で使つたものと解釈した。
Mヘルベテイア (Helvetia)はスイスのこと。       ,
35D%滋πλ πグル%παπιπ(2000)に よると、アレマン系ドイツ方言の姓の末

尾に見られる‐liは ‐linと同じという記述がなされている。また、‐liが ‐lyに

なるとは述べていないが、同じようにアレマン系ドイツ方言で使われている

末尾形式‐iの場合は‐yも見られるという記述があり、Emiと Emyをあげて

いる。

“
木村正史の『英米人の姓名』(1980、 鷹書房弓プレス)及び『続英米人の姓名』

(1997、 鷹書房弓プレス)に掲載されているアメリカの上位 2,000姓を対象に

調査した。

W Kaderlyにしても、Kにしても、Jacquesに しても、カデルリーの変名は、

名前の一部を残しているという共通点がある。カナダで使ったJacques Kadedi

は、本名を隠し、本当の経歴が明らかにならないようにする目的があつたと

思うが、同時に、みずから隠れておきながら、手がかりを出すことでいつか

自分を見つけてもらいたいと思つていたかのようである。なお、 ドイツ語の

JakObと フランス語のJacqueSは語源的対応関係にある。つまり、Jakobは

Jacquesの ドイツ語形であり、Jacquesは JakObのフランス語形である。し

かし、だからといつて、名前を翻訳して使うというのは普通のことではない。

“
カデルリーの報告はフランス語で書かれ、Comte‐ Rendu de mon exp6ditton

sur les(6tes Sud― est du lac Nipissing,au Nord de la province Ontarlo

en Canada(oCtObre et novembre 1873)(「 ニピッシング湖南東岸地域の調

査報告、カナダのオンタリオ州北部 (1873年 10月 と11月 )」 )(『オンタリオ

州のスイス人』、p.251)。 Comte‐ Renduは Compte‐Renduが正しいようだが、

『オンタリオ州のスイス人』に書いてあるままにした。

【追記】

脱稿後に『横浜市史稿 教育編』(横浜市役所、1932)と『東京大学百年史』
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(通史1、 1984、 以下『百年史』と略す)のヵデルリーの記述に目を通すことが
できた。本稿で述べた内容と関係が深く、内容を補足するような記述もあり、

追記のかたちでも触れておくのが必要であると判断した。また、見解を異にす

る点もコメントとして述べておきたい。

まず、『横浜市史稿』であるが、『高島嘉右衛門自叙伝』(実業之横浜社、1917)

からの引用があり、そこには、「教師には瑞西人カドリー氏を聘したり。氏は大

学南校に七千弗の年俸を以て傭はれたる人にて、是に獨・佛語を教授せしめ」

とあつた (p.11)。 カデルリーが横浜の市学校でフランス語とドイツ語の教育を

担当したと西堀 (1979)や『横浜の本と文化』(横浜市中央図書館、1994、 p.490)

に書かれているが、この『横浜市史稿』の記述か、『高島嘉右衛門自叙伝』の記

述が元になっているようである。カデルリーが市学校でフランス語も教えたと

考える根拠が不明だと本論で書いたが、証拠はあったことになる。

次に『百年史』であるが、カデルリーの採用時期についての記載が、『東京帝

国大学五十年史』の内容から変更されていた。「明治2年末にはドイッ学開講が

計画され、ひとまずスイス人カデルリーが語学教師として採用された」(p.185)

とある。また、掲載されているお雇い外国人の表でも雇用開始時期を明治2年12

月としている。明治2年12月 は従来の東京大学資料と公文書の矛盾を考慮したも
のだろうか。「大学南校二於テ独逸語伝習ヲ始ム」 (『太政類典』)、 「南校於テ独

逸語学伝習ノ儀布達申立」 (『公文録』)な どが明治2年12月 として記録されてしヽ
るのも事実であるので、大学南校におけるドイッ学の授業の本格的な開始時期

が明治2年12月だつたのは確実なことであろう。しかし、カデルリーの雇用開始

も明治2年 12月 だとすると、『東京開成学校一覧』の明治2年6月 と異なっている

理由が説明できない。 ドイッ学の授業が本格的に開始される以前にカデルリー
が採用されていて、授業開始への準備をしていたとしてもおかしくないのでは

ないだろうか。・この期間を利用して『カデルリー文典』の執筆を行つたことも

あり得るだろう。また、カデルリーの契約期間から考えても明治2年 12月 は不自

然である。なぜならお雇い外国人教師との契約期間は半年を最低単位として当

初は2年を目安にする|い う原則があったようであるからだ。カデルリーは、契
約がいったん満期になって、半年の延長をして、明治4年 11月 26日 に満期解雇に

なつているのである。明治2年12月が採用なら、明治4年11月 26日 では満期解雇
にならないはずであるし、満期の後に半年の延長をしたという記述とも矛盾す

る。

『百年史』では、カデルリーの契約が継続にならずに満期解雇になった理由
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についても新説を出している。大木喬任文部卿は、明治4年10月 9日付けで出し

ている意見書で「教授免許ノ證書モ無之、其学力生徒ニモ不及者有之」として

南校のお雇い外国人教師のうち教授不適格者については契約切れで再雇用しな

いという方針を提案し、南校の全16名の外国人教師の半数の8名を選び出したの

だという。『百年史』はこの8名の中にカデルリーが入つているのだというが、

意見書中には「仏ガロー」と書いてあるのが、「契約日等から瑞人カデルリーの

誤りと見られ」るのだと述べている。とすれば、カデルリーが再雇用されなかつ

たのは、文部省や大木喬任文部卿の方針通りだつたということになる。

『百年史』は、さらに、カデルリーが「学問の進展の前に不必要な存在とし

て解雇されるに至り、感情の行き違いから、[‥・]課外の活動や教科書作成に対

する報酬を要求して大学側と対立するという悲劇を生み出すこともあったので

ある」(p.193)と いう解釈までしめしている。記述の元になっている資料とし

て『公文録』をあげているが、該当箇所は不明だ。『太政類典』には「南校元雇

教師瑞西人カテルソー定約時間外勤務セル報酬請求」という件名の記載が見つ

かるので、元になつているのはこの記載かもしれない。明治5年4月 10日付けと

なつている。満期解雇からかなり経うてからの話である。山岸 (1939b)力 ま`と

めている大学南校文書の『カデルリー文典』の争いの時期とほぼ同時期の話で

ある。しかし、山岸 (1939b)か ら分かることは、大学南校がカデルリーには無

断で『カデルリー文典』の再版を出版したことに対する抗議があつたというこ

とで、「感情の行き違い」といつた記述に要約してしまうことが適当だとも思え

ない。いわんや、カデルリーの満期解雇の理由を「学問の進展の前に不必要な

存在として」と解釈するのは、『カデルリー文典』がカデルリーの死後も明治19

年 (1886)の第3版まで出版が続けられたこと、また、明治17年 (1884)に は「セー

ヘエルカドリーニ氏の文法ヨリ摘集セシモノナレトモ」という『 ドイツ文典字

彙』(山本剛著)の ような語彙集が出版されていることなどを考えるととても妥

当な解釈であるとは言えないと思う。たかだか2年半のお雇い教師の間に522ペー

ジの文法書を書いただけでなく (ドイツ語の知識の無い人がまとめたのだと思

うが、『公文録』では「初学の読本」となつているが、初級から使える文法書で

あっても決して初級文法書ではない)、 当時存在していなかつた独和辞典作成作

業にかかわり、授業以外でも日本人教員のドイツ語力の向上のために力を尽く

したカデルリーの正当な評価とはとても言えないものであると思う。

大木喬任文部卿の「教授免許ノ證書モ無之」という南校のお雇い外国人教師

の何人かの者に向けられた批判についても付け加えておくと、『百年史』で「学
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識が他に抜きん出ており、外国人教師の中でも特別な存在であった」として高

く評価されている教頭のフルベッキにしてもアメリカの神学校を卒業しただけ

であるし、特定科目の「教授免許」のようなものを持つていたとは思えない。

また、彼にしてもアメリカに移住する前のオランダ時代については経歴を詐称

していたことが明らかにされてきている。出身地のザイストの記録によればア

メリカに移住する間際まで「鍛冶屋の弟子奉公」をしていたことが確実である

が、伝記には「ユトレヒトの工業学校 (the Polytechnic lnstitute of Utrecht)

に入り、グロットという教授の指導の下で学んだ」ことが書かれているからで

ある (『新訳考証 日本のフルベッキ』、W・ Eグリフイス著、村瀬寿代訳編、
洋学堂書店、2003)。 また、学歴ということで言えば、言語学と日本語学の分野

で多大な業績を残し、最初の東京帝国大学名誉教師になつたバジル・ホール・

チェンバレンも高卒で、銀行業が肌に合わず、ノイローゼになり、日本に流れ

着いた人だつたことを忘れてはならない。明治文明開化時代のお雇い外国人教

師は、経歴詐称者であつても、出身国では高学歴ではなくても、実力があれば、

活躍の場があつたわけである。カデルリーが再雇用されない8人の中に入れられ

たのは、『百年史』が想定しているようなやや単純な理由ではなく、まだ解明さ

れているとは言えない事情がいろいろ関係していたのではないだろうか。
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